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( 2)

　
「
長
男
と
い
う
こ
と
も
あ
り
高
校
時
代

か
ら
就
農
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
、
海
老
瀬
に
お
住
ま
い
の
坂

田 
裕  
明 
さ
ん
（　

）。
裕
明
さ
ん
は
、
東
京

ひ
ろ 
あ
き
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農
業
大
学
へ
進
学
を
し
、
友
達
と
語
り
あ

う
な
か
で
改
め
て
農
業
に
対
す
る
思
い
を

強
め
、
生
涯
の
職
業
と
し
て
行
お
う
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。
卒
業
後
、
ま
ず
Ｊ
Ａ

板
倉
農
協
で
５
年
間
働
い
て
か
ら
両
親
と

と
も
に
施
設
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
中
心
に
米

づ
く
り
、
夏
場
に
は
ニ
ガ
ウ
リ
も
手
が
け

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
父
が
行
っ
て
い

る
ミ
ネ
ラ
ル
米
に
も
取
り
組
ん
で
み
た
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
面
の
目
標
や
希
望
を
た
ず
ね
る
と
、

経
営
主
で
あ
る
父
親
を
「
追
い
越
せ
な
く

て
も
い
い
か
ら
肩
を
並
べ
る
程
度
に
は
な

り
た
い
で
す
ね
」
と
、
穏
や
か
で
充
実
し

た
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
頼
も
し

い
後
継
者
に
あ
ら
た
め
て
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
祖
父
、
両
親
、
本
人
の
３
世
代

で
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
後
継
者
を
紹

時時時時時時時時時時
代代代代代代代代代代
をををををををををを
担担担担担担担担担担
うううううううううう

時
代
を
担
う

農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業
後後後後後後後後後後
継継継継継継継継継継
者者者者者者者者者者

農
業
後
継
者
にににににににににに
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞
くくくくくくくくくく
!!!!!!!!!!

に
聞
く
!

「

世
紀
は
農
業
変
革
の
時
代
」
と
言
わ
れ
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て

「　

世
紀
は
農
業
変
革
の
時
代
」
と
言
わ
れ
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て

2121
い
ま
す
。
な
か
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
農
業
に
従
事
す
る
後
継
者
が
不
足

い
ま
す
。
な
か
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
農
業
に
従
事
す
る
後
継
者
が
不
足

し
、
農
業
就
労
者
の
高
齢
化
を
進
行
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
農
業

し
、
農
業
就
労
者
の
高
齢
化
を
進
行
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
農
業

で
が
ん
ば
る
若
い
後
継
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

で
が
ん
ば
る
若
い
後
継
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

目
標
は 
親
父 
で
す
！

お 

や 

じ

■レポーター
広報編集委員

延山とし江

収
穫
が
楽
し
み
で
す
！

ハウスでキュウリ切りをする
坂田裕明さん

(3) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

介
し
ま
す
。
西
岡
に
お
住
ま
い
の
中
島 
新 しん

 
一  
郎 
さ
ん
（　

）
は
、
露
地
ナ
ス
栽
培
を

い
ち 
ろ
う
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中
心
に
春
菊
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ニ
ガ
ウ
リ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
一
郎
さ
ん
は
高

校
卒
業
後
す
ぐ
迷
わ
ず
こ
の
道
に
入
っ
た

そ
う
で
す
。
理
由
は
親
の
職
業
を
継
ぎ
た

い
と
思
う
心
と
、
農
業
に
従
事
す
る
人
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

　

就
農
し
て
か
ら
す
で
に
４
年
が
経
過
、

ど
う
し
て
地
味
で
根
気
の
い
る
露
地
栽
培

を
選
択
し
た
の
か
と
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、
安
価
な
設
備
投
資
で
事
業
展
開
が
可

能
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
農
業
の

喜
び
は
、
小
さ
な
苗
か
ら
育
て
た
野
菜
た

ち
が
大
き
な
実
を
つ
け
収
穫
で
き
る
こ
と

が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
で
も
露
地
栽
培

は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
風
で
傷
に

な
っ
た
ナ
ス
を
見
る
の
が
つ
ら
い
で
す
」

と
深
い
た
め
息
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
鉢
植
え
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
生
産

し
て
い
る
の
は
非
常
に
め
ず
ら
し
い
ん
で

す
よ
」
と
話
す
大
高
嶋
に
お
住
ま
い
の
新

井 
久  
哉 
さ
ん（　

）。
久
哉
さ
ん
は
群
馬
県

ひ
さ 
や
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立
農
林
大
学
校
へ
進
学
し
、
２
年
間
米
麦

の
基
礎
を
専
攻
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
、

校
長
先
生
の
勧
め
で
１
年
間
デ
ン
マ
ー
ク

へ
留
学
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
研
修
は
言
葉

の
壁
を
乗
り
越
え
、ポ
イ
ン
セ
チ
ア
・
ゴ
ー

ル
ド
ク
レ
ス
ト
・
ソ
レ
オ
ニ
ア
な
ど
の
鉢

植
え
栽
培
を
大
規
模
農
場
の
一
労
働
者
と

し
て
見
聞
き
し
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
帰
国

後
は
、
両
親
が
経
営
す
る
鉢
植
え
の
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
デ
ィ
モ
ル
ホ
セ
カ
を
中
心

に
手
が
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
し
く
２

〜
３
品
目
を
増
や
し
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
少
量
多
品
目
を
目
指
す
方
針
だ

そ
う
で
す
。

　

ま
た
久
哉
さ
ん
は
新
し
く
優
れ
た
技
術

を
学
ぶ
と
き
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
で

情
報
を
集
め
、
全
国
の
農
業
技
術
者
へ
直

接
交
渉
し
て
研
究
に
行
く
と
い
う
積
極
的

な
行
動
も
と
る
そ
う
で
す
。
今
後
は
な
る

べ
く
早
め
に
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
、
直
接
消
費
者
へ
販
売
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
、
農
業
に
従
事
す
る
人
に
と
っ
て

は
本
当
に
厳
し
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。自
分
で
選
ん
だ
仕
事
を
天
職
と
考
え
、

栽
培
技
術
に
自
信
と
プ
ラ
イ
ド
を
も
ち
、

頑
固
な
ま
で
に
体
当
た
り
で
が
ん
ば
り
ぬ

い
て
い
る
久
哉
さ
ん
に
限
り
な
い
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。

　

板
倉
町
の
農
業
後
継
者
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
し
ぼ
り
取
材
し
、
改
め
て
若
い
力
に
大

き
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。「　

世
紀
は
農

21

業
変
革
の
時
代
」
と
言
わ
れ
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
い
ま
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

国
際
競
争
の
激
化
に
よ
る
価
格
の
低
迷
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
水
質
汚
染
な
ど
の
環
境

問
題
、
若
年
層
の
人
口
流
出
に
よ
る
労
働

力
不
足
や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
日
本

全
国
数
多
く
の
地
域
で
抱
え
て
い
る
悩
み

だ
と
思
い
ま
す
。

　

板
倉
町
の
農
業
は
、
稲
作
を
中
心
に
施

設
野
菜
栽
培
（
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
）
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
野
菜

を
首
都
圏
へ
ど
こ
よ
り
も
い
ち
早
く
提
供

で
き
る
近
郊
産
地
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
立
地
条
件
を
生
か
す
こ

と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

３
人
の
若
者
を
誇
り
に
思
い
、
一
生
懸

命
取
り
組
む
姿
に
心
の
底
か
ら
感
動
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
農
業
後
継
者
が

希
望
と
夢
を
も
ち
、
板
倉
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
愛
す
る
か
た
が
た
く
さ
ん

出
て
く
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

農
業
を
愛
し
ま
す
！

№
１
よ
り
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
１
を
！

トルコギキョウの手入をする
新井久哉さん

つるなしインゲンの収穫をする
中島新一郎さん



( 4)

平成15年度予算

　

国
の
予
算
編
成
を
受
け
て
地
方
財
政
計

画
も
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
収
入
が
大
幅
に
減
少
す
る

一
方
、
公
債
費
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

の
予
算
編
成
も
前
年
度
以
上
に
厳
し
い
で

す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
で
効
率
の
良
い
投

資
効
果
、
良
質
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
推
進
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
第
４
次
総
合
計
画
」

の
短
期
実
施
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
に
伴
う
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
、
広
域
防
災
事
業
へ
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
「
に
ぎ
わ
い
と
出
会
い
の
ま
ち
づ

く
り
」
で
あ
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
活
性

化
の
た
め
の
新
規
事
業
を
展
開
す
る
た
め

に
調
査
を
行
い
、
活
力
あ
る
商
店
街
の
形

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に「
自
立
と
継
続
の
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た
流
通
団

地
の
整
備
や
自
立
で
き
る
地
域
農
業
を
め

ざ
し
、内
郷
土
地
改
良
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

最
後
に
「
一
人
一
学
を
め
ざ
す
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
、
地
域
公
民
館
の
設
備
を

充
実
さ
せ
、大
学
と
連
携
し
た
地
域
学
習
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平成15年度予算が３月４日から12日までの会期で開かれた

板倉町第１回定例議会で可決されました。一般会計予算は

前年度比較で3. 8％減の51億3, 000万円となりました。

平成15年度予算の概要と主な内容をお知らせします。

実
施
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
み
ま
す

〜
針
ヶ
谷
町
長
の
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
〜

億        万円91　2, 366　　

総総総総総総額額額額額額総額

（92億9, 249万4千円）

会計別予算規模
（53億3, 300万円）51億3, 000万円一般会計

（35億9, 954万9千円）36億2, 303万3千円特別会計

（13億4, 532万3千円）13億0, 908万8千円　老人保健

（12億9, 141万7千円）13億2, 461万5千円　国民健康保険

（　6億7, 068万5千円）　6億7, 672万1千円　介護保険

（　2億9, 212万4千円）　3億1, 260万9千円　下水道事業

（　3億5, 994万5千円）　3億7, 062万7千円水道事業会計

※（　）内の数字は、平成14年度予算額

(5) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

みなさんからの税金を
たいせつに使います

一
般
会
計
で
行
う
今
年
度
の
主
な
内
容
で
す

９
億
８，
５
０
６
万
８
千
円

①
お
年
寄
り
や
障
害
者
の
福
祉
の
た
め
に

使
い
ま
す（
障
害
者
施
設
訓
練
支
援
事
業
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
な
ど
）

４
億
１，
６
１
１
万
９
千
円

②
保
育
所
な
ど
児
童
福
祉
施
設
拡
充
の
た

め
の
調
査
を
行
い
ま
す　
　

万
円

50

③
乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

７，
８
９
８
万
９
千
円

７
億
４，
０
８
８
万
１
千
円

①
自
主
財
源
確
保
に
向
け
岩
田
流
通
団
地

整
備
を
推
進
し
ま
す　
　

万
円
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②
電
子
自
治
体
に
向
け
基
盤
整
備
を
行
い

ま
す（
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、総
合
行
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
）
７
９
９
万
９
千
円

③
路
線
バ
ス
の
運
行
の
た
め
に
使
い
ま
す

７
７
８
万
円

④
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
を
行
い
ま
す

（
小
学
生
の
体
験
搭
乗
、
中
学
生
の
海
外

派
遣
、ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
な
ど
）

３，
９
０
７
万
円

⑤
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）

を
発
行
し
ま
す　
　

万
５
千
円

62

６
億
９，
７
７
７
万
４
千
円

①
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
（
公
園
通
り

線
、
大
高
嶋
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
ク
セ

ス
道
路
な
ど
）１
億
４，
６
８
７
万
５
千
円

②
河
川
の
整
備
を
行
い
ま
す
（
海
老
瀬
川

河
川
改
修
事
業
、
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業

な
ど
）
８
１
７
万
２
千
円

③
公
園
の
整
備
、
維
持
管
理
を
行
い
ま
す

２，
３
３
２
万
６
千
円

④
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
販
売
を
促
進
し

ま
す
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等
運
行
調
査
、
個

人
紹
介
制
度
、商
店
街
の
景
観
整
備
な
ど
）

４
１
２
万
５
千
円

６
億
２，
６
６
３
万
３
千
円

③
公
民
館
の
図
書
を
充
実
し
ま
す
（
図
書

用
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
図
書
の
購
入

な
ど
）　

８
７
８
万
３
千
円

④
学
校
内
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

体
験
活
動
を
支
援
し
ま
す　

２
０
６
万
円

⑤
文
化
、
芸
術
活
動
を
支
援
し
ま
す
（
町

民
教
養
講
座
の
開
設
、
芸
術
文
化
鑑
賞
助

成
（
ハ
ー
フ
チ
ケ
ッ
ト
）
な
ど
）

７
９
１
万
８
千
円

①
学
校
の
施
設
を
整
備
し
ま
す
（
北
小
学

校
プ
ー
ル
の
塗
替
、
西
小
学
校
の
耐
震
補

強
実
施
設
計
、
中
学
校
自
転
車
置
場
の
改

修
な
ど
）　

７，
２
７
１
万
５
千
円

②
社
会
体
育
施
設
拡
充
の
た
め
の
調
査
を

行
い
ま
す　
　

万
円

30

４
億
７，
８
１
５
万
９
千
円

①
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
の
た
め
に
使
い

ま
す
（
資
源
化
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
、
し

尿
広
域
処
理
組
合
へ
の
負
担
な
ど
）

１
億
９，
６
６
０
万
４
千
円

②
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
補
助
し
ま

す　

３，
４
０
５
万
６
千
円

③
救
急
医
療
、
休
日
診
療
体
制
を
充
実
し

ま
す
（
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
（
館
林

厚
生
病
院
）
へ
の
負
担
な
ど
）

７，
４
２
４
万
４
千
円

④
各
種
の
予
防
接
種
や
検
診
な
ど
を
行
い

ま
す　

５，
７
５
２
万
円

２　

総
務
費

３　

土
木
費

４　

教
育
費

５　

衛
生
費

４
億
２，
７
５
９
万
１
千
円

６　

農
林
水
産
業
費

①
農
道
や
排
水
路
の
整
備
を
行
い
ま
す　

５，
７
６
２
万
円

（　

億
９，
１
２
８
万
９
千
円
）

11

（
７
億
８，

９
８
０
万
４
千
円
）

（
７
億
８，
４
６
５
万
５
千
円
）

（
６
億
５，
３
６
７
万
３
千
円
）

（
４
億
６，
４
２
５
万
７
千
円
）

（
３
億
３，
０
０
５
万
５
千
円
）

②
県
営
内
郷
土
地
改
良
事
業
を
行
い
ま
す

２，
１
２
５
万
円

③
転
作
を
奨
励
し
ま
す
（
麦
作
団
地
の
助

成
、
コ
ス
モ
ス
団
地
形
成
事
業
な
ど
）

３，
２
２
９
万
３
千
円

④
ナ
マ
ズ
で
町
お
こ
し
を
推
進
し
ま
す

（
養
殖
・
放
流
事
業
）　
　

万
５
千
円

97

２
億
５，
３
８
０
万
円

①
消
防
第
２
分
団
に
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ

車
を
購
入
し
ま
す　

１，
２
９
３
万
円

②
自
主
防
災
組
織
を
推
進
し
ま
す

１
０
８
万
５
千
円

７　

消
防
費

（
２
億
４，
９
３
１
万
円
）

４，
６
４
９
万
１
千
円

①
活
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
を
め
ざ
し
ま

す　

２
０
０
万
円

８　

商
工
費（

４，
９
６
４
万
円
）

　

自
主
財
源

*1
　

町
が
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源

で
、
行
政
活
動
の
自
主
性
、
安
定
性

を
確
保
す
る
た
め
の
尺
度
と
な
る
。

　

依
存
財
源

*2
　

国
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り

当
て
ら
れ
た
り
す
る
財
源
で
、
国
の

財
政
に
左
右
さ
れ
る
。

１　

民
生
費
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お
問
い
合
せ
は

総
務
課
行
政
防
災
係　

内
線
１
１
０

安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

板
倉
消
防
団
辞
令
交
付
式

板倉消防団辞令交付式  ……６P
総務課行政防災係　内線110

行政相談委員  ………………６P
企画財政課広報広聴係　内線136

板倉ゴルフ場乗用カート  ……10P
板倉ゴルフ場　�82-4090

板倉町役場 �８２－１１１１

新行政区長の委嘱  …………７P
総務課行政防災係　内線110

狂犬病予防注射と登録  ……10P
環境課環境衛生係　内線155

母子保健推進員の委嘱  ……７P
保健センター　�82-3757

春の人事  ……………………11P
教育委員会学校教育係　内線160

総務課職員係　内線114

介護保険運営協議会委員の公募  …８P
　福祉課介護保険係　内線125

大荷場麦作組合優秀賞受賞  …８P
産業振興課農業振興係　内線134

日帰り人間ドック受診者募集  …10P
町民生活課保険医療係　内線122

保健センター �８２－３７５７

板倉ゴルフ場 �８２－４０９０

　

板
倉
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
、
４
月
６

日
（
日
）
に
板
倉
町
役
場
で
行
わ
れ
、
退

団
者
、
入
団
者
そ
れ
ぞ
れ　

名
に
辞
令
が

29

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
で
は
桜
井
利
一
第
１
分
団

長
が
宣
誓
文
を
読
み
上
げ
、
消
防
活
動
の

遂
行
を
誓
い
ま
し
た
。

　

板
倉
消
防
団
は
、
５
つ
の
分
団
で
組
織

さ
れ
、
総
員
１
０
３
名
で
み
な
さ
ん
の
暮

ら
し
を
守
り
ま
す
。

　

消
防
団
の
役
員
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

○
板
倉
町
消
防
団

団　

長　

宇
治
川
利
夫

副
団
長　

森
田
孝
市
・
石
山
岩
男

○
第
１
分
団

分

団

長　

桜
井
利
一

副
分
団
長　

小
倉
誠
司

○
第
２
分
団

分

団

長　

田
部
井　

明

副
分
団
長　

根
岸
昌
弘

○
第
３
分
団

分

団

長　

橋
本
修
一

副
分
団
長　

園
部
和
彦

○
第
４
分
団

分

団

長　

土
橋
輝
夫

副
分
団
長　

那
須
野
秀
樹

○
第
５
分
団

分

団

長　

石
川
天
男

副
分
団
長　

中
田
隆
男

み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
４
月
１
日
付
け
で
、

15

増
田
富
美
子
さ
ん
（
板
倉
）
が
、

総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

内
線
１
３
６

知っておきたい税のこと②  …９P
税務課資産税係　内線118

行政相談委員

増田富美子さん

(6)

宣
誓
文
を
読
み
上
げ
る

桜
井
利
一
第
１
分
団
長
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(7) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す

お
問
い
合
せ
は

総
務
課
行
政
防
災
係　

内
線
１
１
３

母
子
保
健
を
支
え
て
い
ま
す

お
問
い
合
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー　
�
　

－

３
７
５
７
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●
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●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

新
行
政
区
長
の
委
嘱

母
子
保
健
推
進
員
の
委
嘱

氏　　名行政区氏　　名行政区

多田喜美子16関 口 和 江１

田 嶋 玲 子17大 山 幸 子２

石 川 美 代18小 島 伸 江３

田 口 國 子19長瀬みどり４

亀 田 輝 子20別 府 晴 恵５

塩田ふじ江21宇治川綾子６

塩田とも子22針 谷 幸 子７

星 野 初 乃23間明田静枝８

関 口 洋 子
24

山 中 高 江９・32

関 田 尊 子松 本 京 子10・36

長 濱 信 子
25

矢 島 節 子11

増 田 礼 子小 野 綾 子12

飯島まさ江26大 谷 文 江30

赤 坂 富 子27大塚キエ子31

高 際 純 子28野本美千子13

木村てる子
29

川 田 久 子14

新 井 順 子野 澤 信 子15

平成15年度 母子保健推進員（敬称略）

　

平
成　

年
度
の
母
子
保
健
推
進
員
が
委

15

嘱
さ
れ
ま
し
た
。　

名
で
活
動
し
ま
す
。

34

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
お
子
さ
ん
の
健

診
や
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
に
各
家
庭
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
中
の
健

診
の
受
け
方
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
の
仕

方
な
ど
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

上
の
こ
と
に
つ
い
て
幅
広
く
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
家
庭
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
町
の
母
子
保
健
を
支
え
て

い
ま
す
。

第１行政区長

栗 原 重 雄   さん

しげ お
第２行政区長

菅 井　 孝   さん

たかし

第３行政区長

 野  邊  文 夫   さん

の べ ふみ お
第４行政区長

齋 藤　 實   さん

みのる

第５行政区長

石 山 一 義   さん

かず よし

第７行政区長

高 田 正 純   さん

まさ ずみ
第19行政区長

 蓮  見 　 修   さん

はす み おさむ

企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

内
線
１
３
６

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

取
材
に
行
き
ま
す

　
「
広
報
い
た
く
ら
」の
広
報
編
集
委

員
と
し
て
、蓮
見 
敬  
子 
さ
ん（
板
倉
）、

の
り 
こ

山
田
明
夫
さ
ん
（
海
老
瀬
）
の
２
名

の
か
た
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。「
私
の
生
活
レ
シ
ピ
」
や
「
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
顔
」
の
取
材
・
原
稿
執
筆
を

は
じ
め
、
年
１
回
の
「
特
集
号
」
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
鋭
い
視
点
で
取

材
し
、
健
筆
を
ふ
る
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
塚
新
一
さ
ん（
海
老
瀬
）、

石
川
由
紀
子
さ
ん
（
板
倉
）
に
は
、

４
年
間
に
わ
た
り
広
報
編
集
委
員
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

板
倉
町
広
報
編
集
委
員

蓮
見
敬
子
さ
ん

山
田
明
夫
さ
ん

　

み
な
さ
ん
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
で
あ
る
区
長
さ
ん

が
交
替
し
ま
し
た
。
北
地

区
と　

区
の
区
長
さ
ん

19

が
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。（
上
写
真
）

　

ま
た
、菅
井
孝
さ
ん（
２

区
）が
北
地
区
代
表
区
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

第６行政区長

 長  谷  見  喜  美  雄 さん
は せ み き み お
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み
ん
な
の
努
力
が
報
わ
れ
ま
し
た

お
問
い
合
せ
は

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係　

内
線
１
３
４

大
荷
場
麦
作
組
合
が
優
秀
賞
を
受
賞

　

大
荷
場
麦
作
組
合
（
組
合
長　

石
山
清

一
・
組
合
員
数　

名
）
が
、
群
馬
県
知
事

59

か
ら
転
作
な
ど
の
事
業
に
対
し
て
優
秀
賞

を
、
ま
た
、
群
馬
県
米
麦
大
豆
振
興
協
会

か
ら
品
質
や
収
量
な
ど
の
技
術
面
が
評
価

さ
れ
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
長
の
石
山
さ
ん
は
、「
み
ん
な
の
努

力
が
報
わ
れ
ま
し
た
。
や
っ
て
き
た
こ
と

が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
で

す
。
組
合
を
立
ち
上
げ
る
と
き
は
た
い
へ

ん
な
苦
労
で
し
た
が
、
み
ん
な
の
力
で
こ

れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。　

代
の

40

若
い
担
い
手
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
麦
の
収
穫
後
に
、
飼
料
イ

ネ
の
作
付
け
や
コ
ス
モ
ス
団
地
な
ど
、
麦

作
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
と
活
動
し
て

い
る
組
合
で
す
」
と
、
受
賞
の
喜
び
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
ご
意
見
を

お
問
い
合
せ
は

福
祉
課
介
護
保
険
係　

内
線
１
２
５

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を
公
募

　

介
護
保
険
制
度
は
、
従
来
の
措
置
制
度

に
代
わ
り
平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
ス

12

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

自
宅
で
ご
利
用
い
た
だ
く
居
宅
サ
ー
ビ
ス

と
施
設
に
入
所
（
院
）
し
て
ご
利
用
い
た

だ
く
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
制
度

ス
タ
ー
ト
４
年
目
の
平
成　

年
４
月
１
日

15

か
ら
は
、
従
来
に
も
増
し
て
自
宅
で
介
護

を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
介
護
報
酬
単

価
が
改
正
さ
れ
る
な
ど
一
層
使
い
や
す
い

制
度
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

　

年
度
に
は
、
制
度
の
大
幅
な
見
直
し
が

17予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
介
護
保
険
制
度
に
あ
っ

て
、
板
倉
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、

今
後
継
続
的
に
介
護
保
険
事
業
を
運
営
す

る
う
え
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
な

ど
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、
事
業
へ
反
映
さ

せ
る
た
め
の
場
と
し
て
板
倉
町
介
護
保
険

条
例
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
新
た
に
板
倉
町
介
護
保
険
運
営

協
議
会
委
員
を
公
募
い
た
し
ま
す
。

　

応
募
で
き
る
か
た
は
、　

歳
か
ら　

歳

40

65

未
満
の
第
二
号
被
保
険
者
の
か
た
及
び　
65

歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
の
か
た
の
中

で
介
護
保
険
制
度
に
関
心
を
お
持
ち
の
か

た
で
す
。
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
家
族
構
成
、
介
護
経

験
の
有
無
な
ど
の
経
歴
を
記
載
い
た
だ
い

た
も
の
に
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の

ご
意
見
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
枚

程
度
に
ま
と
め
た
小
論
文
を
添
え
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
人
数

　

第
一
号
被
保
険
者
、
第
二
号
被
保
険
者

各
２
名
以
内

◆
任
期　

平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
平
成

15

　

年
３
月　

日
ま
で

18

31

◆
募
集
期
間　

５
月
６
日
（
火
）
〜　

日
20

（
火
）　

郵
送
可
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
提
出
先　

役
場
福
祉
課
介
護
保
険
係

（前列右から）石山 清  一 さん、大
せい いち

塚 剛  男 さん。（後列右から）池田
たけ お

 重  美 さん、 別  府 　博さん
しげ み べっ ぷ

ｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔらいんＨｏｔ
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固
定
資
産
税
は
、
こ
ん
な
仕
組
み
で
す

知
っ
て
お
き
た
い
税
の
こ
と
②

お
問
い
合
せ
は

税
務
課
資
産
税
係　

内
線
１
１
８

固
定
資
産
の
価
格
の

決
定
の
方
法
は
？

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

で
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
（
総
称
し

て
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
を
所
有

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
価
格

を
も
と
に
算
定
さ
れ
る
税
額
を
納
め
る
税

金
で
す
。

固
定
資
産
税
っ
て

ど
ん
な
税
金
な
の
？

　

固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
基
準
で
は
、
土
地
（
宅

地
）
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
地
価
公
示
価

格
な
ど
の
７
割
を
目
安
と
し
、
家
屋
に
つ

い
て
は
、
家
屋
の
各
部
分
を
調
査
し
た
う

え
で
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成　

年
９
月
に
住
宅
を

11

新
築
し
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度

15

分
か
ら
税
額
が
急
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に

土
地
の
税
額
上
が
る
の
は
？

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ

　

こ
の
評
価
額
は
、
３
年
ご
と
に
決
定
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
評
価
替
え
と
い
い
、
こ

の
評
価
替
え
の
年
を
基
準
年
度
と
い
い
ま

す
。基
準
年
度
以
外
の
年
度
で
あ
っ
て
も
、

土
地
の
地
目
変
換
や
家
屋
の
新
築
ま
た
は

増
改
築
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
新
た

に
評
価
を
行
い
、
資
産
の
状
況
に
応
じ
た

評
価
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

税
額
の

算
出
方
法
は
？

　

課
税
標
準
額
×
税
率
（
１
・
４
％
）
＝

税
額

　

課
税
標
準
額
は
原
則
と
し
て
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
評
価
額
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
用
地
の
よ
う
な
課

税
標
準
の
特
例
措
置
が
あ
る
場
合
や
土
地

に
つ
い
て
の
負
担
調
整
措
置
が
適
用
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
課
税
標
準
額
は
評
価
額

よ
り
低
く
な
り
ま
す
。

税
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
平

成
９
年
度
以
降
、
負
担
水
準
の
均

衡
化
を
基
本
と
す
る
調
整
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
が
高
い
土
地

は
税
負
担
を
引
き
下
げ
た
り
、
据
え
置
い

た
り
す
る
一
方
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地

は
な
だ
ら
か
に
税
負
担
を
引
き
上
げ
て
い

く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
税
負
担
の
公
平

を
図
る
た
め
、
そ
の
ば
ら
つ
き
を
是
正
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
税
負
担
の
動
き
と
地

価
動
向
と
が
一
致
し
な
い
、
つ
ま
り
地
価

が
下
落
し
て
い
て
も
税
額
が
上
が
る
と
い

う
場
合
も
生
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。

額
が
上
が
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ

固
定
資
産
税
が
急
に

高
く
な
っ
た
の
で
す
が
？

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
住
宅

を
新
築
し
た
と
き
は
、
３
年
度
分

に
限
り
、
税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、あ
な
た
の
場
合
は
、

平
成　

・　

・　

年
度
分
は
、
税
額
が
２

12

13

14

分
の
１
に
減
額
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
減
額
適
用
期
間
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
税
額
に
な
っ
た

た
め
で
す
。

※
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置
（
平
成

　

年
１
月
２
日
以
降
新
築
分
）

13
　

床
面
積
が　
�
以
上
２
８
０�
以
下
の

50

専
用
住
宅
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
１
２

０�
ま
で
の
部
分
が
２
分
の
１
に
減
額
さ

れ
ま
す
。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

地
価
の
下
落
に
よ
っ
て
土
地
の
評

価
額
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
税
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愛
犬
の
た
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い

お
問
い
合
せ
は

環
境
課
環
境
衛
生
係　

内
線
１
５
５

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録

　

狂
犬
病
は
、人
畜
共
通
伝
染
病
で
す
。現

在
、狂
犬
病
に
対
す
る
治
療
法
は
な
く
、致

死
率
が
１
０
０
％
の
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

生
後　

日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
か

90

た
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の
登
録

と
予
防
注
射
を
毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

下
表
の
日
程
に

よ
り
実
施
し
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

受
診
者
を
募
集
し
ま
す

お
問
い
合
せ
は

町
民
生
活
課
保
険
医
療
係　

内
線
１
２
２

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
料
一
部
助
成

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
検
診
料
の
一
部

を
助
成
す
る
「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」
の

受
診
者
を
募
集
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
健
康
維
持
や
、
疾
病
の
早
期

発
見
と
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。

◆
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
か
た

◆
定
員　

２
５
０
名
（
先
着
順
で
す
）

◆
申
込
み
方
法　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
申
し
込

み
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
お
よ
び
申
込
み
会
場

①
５
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
火
）

12

13

役
場
本
庁
舎
第
１
会
議
室
お
よ
び
議
場

②
５
月　

日
（
水
）
〜　

日
（
金
）

14

23

役
場
町
民
生
活
課

（
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
ま
で
）

30

15

◆
助
成
額　

検
診
に
か
か
っ
た
費
用
の
う

ち
１
５，
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

◆
委
託
検
診
医
療
機
関　

館
林
厚
生
病

院
・
新
橋
病
院
・
新
邑
楽
病
院
・
宇
沢
整

形
外
科
総
合
検
診
部
（
慶
友
健
診
セ
ン

タ
ー
）・
ミ
ツ
ワ
診
療
所

登録と予防注射の日程

時　間場　所施行月日
（曜日）

　9: 00～10: 00北部公民館

５月15日
（木）

10: 30～11: 30細谷事務所

13: 00～14: 00東児童館

14: 30～15: 30東部公民館

　9: 00～10: 00南部公民館

５月16日
（金）

10: 30～11: 3014区長良神社

13: 00～14: 00籾谷公民館

14: 30～15: 30文化財資料館
（旧社教センター）

　9: 30～11: 30
13: 00～15: 00

役場第２庁舎
駐車場

５月18日
（日）

◆登録と注射の費用
　登録のみ　　3, 000円
　注射のみ　　3, 300円
　登録と注射　6, 300円

　

板
倉
ゴ
ル
フ
場

で
は
、
６
月
１
日

（
日
）
よ
り
５
人

乗
り
乗
用
カ
ー
ト

の
プ
レ
ー
ス
タ
イ

ル
に
な
り
ま
す
。

　

新
緑
と
青
い
空

の
下
で
快
適
な
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

※
消
費
税
込
み
、
食
事
代
な
ど
別
途

※
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
、２，
１
０
０
円

増
し

※
シ
ニ
ア
割
引
・
レ
デ
ィ
ー
ス
割
引
・

ジ
ュ
ニ
ア
割
引
あ
り
ま
す

乗
用
カ
ー
ト
で

楽
々
プ
レ
ー�

お
問
い
合
せ
・
ご
予
約
は

板
倉
ゴ
ル
フ
場　
�
　

－

４
０
９
０

82

板
倉
ゴ
ル
フ
場

◆プレー代

７，５７５円４Ｂ
平
日

８，１００円３Ｂ

１１，５７５円４Ｂ土
日
祝 １２，１００円３Ｂ
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春
の
人
事
異
動　

－

小
・
中
学
校
教
職
員
、役
場
職
員－

【
退
職
（
３
名
）】

▽
東
小
学
校
校
長　

長
谷
見
和
夫

▽
西
小
学
校
校
長　

松
沢
宏
明

▽
南
小
学
校
教
諭　

上
野
幸
子

【
転
出
（
４
名
）】
※
（　

）
内
は
転
出
先

▽
西
小
学
校
教
諭　

鈴
木
節
子
（
館
林
市
立

第
八
小
）▽
北
小
学
校
教
諭　

蓮
見
時
男（
館

林
市
立
第
十
小
）
▽
板
倉
中
学
校
教
諭　

小

林
英
樹
（
千
代
田
町
立
千
代
田
中
学
校
）
▽

板
倉
中
学
校
教
諭　

橋
本
文
明
（
館
林
市
立

第
三
中
）

【
転
入
（　

名
）】
※
（　

）
内
は
前
任
地

10

▽
東
小
学
校
校
長　

神
山
和
夫
（
群
馬
県
教

育
委
員
会
学
校
指
導
課
）
▽
西
小
学
校
校
長

山
田
孝
充
（
太
田
市
立
休
泊
小
）
▽
東
小
学

校
教
諭　

金
谷　

衛
（
下
仁
田
町
立
下
仁
田

小
）
▽
西
小
学
校
教
諭　

栗
原
和
己
（
館
林

市
立
第
一
小
）
▽
西
小
学
校
教
諭　

福
島
可

代
子
（
館
林
市
立
第
三
小
）
▽
南
小
学
校
教

諭　

石
川
雅
規
（
館
林
市
立
第
十
小
）
▽
北

小
学
校
教
諭　

津
野
田
保
代
（
片
品
村
立
片

品
小
）
▽
北
小
学
校
専
門
栄
養
士　

渋
谷
真

智
子
（
館
林
市
立
第
六
小
）
▽
板
倉
中
学
校

教
諭　

瀬
山
敏
彦
（
館
林
市
立
第
十
小
）
▽

板
倉
中
学
校
教
諭　

半
田
哲
哉
（
前
橋
市
立

春
日
中
）

【
転
補
（
１
名
）】
※
（　

）
内
は
前
任
地

▽
南
小
学
校
教
諭　

石
田
麻
実
（
西
小
学
校
）

【
新
採
用
（
３
名
）】

▽
北
小
学
校
教
諭　

秋
月
尚
子

▽
板
倉
中
学
校
教
諭　

毒
島
久
幸

▽
板
倉
中
学
校
教
諭　

大
谷
恵
美

【
退
職
（
５
名
）】（
３
月　

日
付
）

31

▽
総
務
課
長　

佐
山
和
雄

▽
福
祉
課
長　

本
島
公
昭

▽
水
道
課
長　

川
村　

昇

▽
町
民
生
活
課
係
長　

小
野
田
寿
栄

▽
町
民
生
活
課
保
健
師　

小
野
田
冴
子

【
課
長
職
（　

名
）】

19

▽
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣　

荒
井
英

世
（
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
▽
会

計
課
長　

小
菅
正
美
（
教
委
事
務
局
中
央
公

民
館
長
）
▽
建
設
課
長　

小
野
田
国
雄
（
建

設
課
課
長
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長
）
▽
館
林

邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣　

中
里
重
義

（
都
市
開
発
課
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
推
進
室
長
兼

係
長
）
▽
総
務
課
長　

川
村
博
也
（
建
設
課

長
）
▽
福
祉
課
長　

小
林　

博
（
農
委
事
務

局
長
）
▽
町
民
生
活
課
長　

大
澤
静
江
（
会

計
課
長
）
▽
水
道
課
長　

石
井　

栄
（
館
林

邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣
）
▽
農
委
事

務
局
長　

石
川
邦
夫
（
町
民
生
活
課
長
）
▽

教
委
事
務
局
南
部
公
民
館
長　

橋
本　

茂

（
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣
）
▽

水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長　

田
村
和
子

（
建
設
課
管
理
係
長
）
▽
町
民
生
活
課
長
補

佐
兼
戸
籍
整
備
係
長　

増
田
栄
子
（
水
道
課

庶
務
係
長
）
▽
教
委
事
務
局
長
補
佐
兼
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
長　

荒
井
利
和
（
教
委
事
務

局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
▽
教
委
事
務
局
長

補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進
室
長　

蓮
見
恵
子

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）
▽
産
業
振

興
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長　

桜
木
秀
男

（
教
委
事
務
局
東
部
公
民
館
係
長
）
▽
都
市

開
発
課
長
補
佐
兼
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
推
進
室
分

譲
係
長
（
群
馬
県
企
業
局
併
任
） 

小
菅
正
夫

（
議
会
事
務
局
庶
務
議
事
係
長
）
▽
総
務
課

長
補
佐
兼
行
政
防
災
係
長　

長
谷
川
健
一

（
総
務
課
行
政
防
災
係
長
）
▽
環
境
課
長
補

佐
兼
一
般
廃
棄
物
係
長　

鈴
木　

渡
（
環
境

課
一
般
廃
棄
物
係
長
）
▽
教
委
事
務
局
中
央

公
民
館
長　

前
澤
君
男
（
環
境
課
長
補
佐
兼

環
境
衛
生
係
長
）

【
係
長
職
（　

名
）】

13

▽
建
設
課
管
理
係
長　

荒
井
美
津
枝
（
福
祉

課
介
護
保
険
係
）
▽
福
祉
課
南
保
育
園
長　

川
村
豊
子
（
福
祉
課
南
保
育
園
）
▽
都
市
開

発
課
都
市
計
画
第
二
係
長　

高
橋
徳
男
（
企

画
財
政
課
企
画
調
整
係
）
▽
都
市
開
発
課

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
推
進
室
推
進
係
長　

遠
藤
進

（
総
務
課
行
政
防
災
係
）
▽
教
委
事
務
局
東

部
公
民
館
係
長　

渡
辺
正
幸
（
産
業
振
興
課

農
村
整
備
室
）
▽
総
務
課
秘
書
文
書
係
長　

長
谷
川
好
平
（
総
務
課
秘
書
係
長
）
▽
建
設

課
工
務
係
長　

高
瀬
利
之
（
建
設
課
工
務
第

二
係
長
）
▽
福
祉
課
西
保
育
園
長　

矢
口
弥

生
（
福
祉
課
南
保
育
園
長
）
▽
都
市
開
発
課

都
市
計
画
第
一
係
長　

橋
本
宏
海
（
都
市
開

発
課
都
市
計
画
係
長
）
▽
環
境
課
環
境
衛
生

係
長　

宇
治
川
正
行
（
教
委
事
務
局
南
部
公

民
館
係
長
）
▽
議
会
事
務
局
庶
務
議
事
係
長

根
岸
一
仁
（
教
委
事
務
局
生
涯
学
習
推
進
室

生
涯
学
習
係
長
）
▽
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事

務
組
合
派
遣　

荻
野
恭
司
（
都
市
開
発
課

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
推
進
室
分
譲
係
長
・
群
馬
県

企
業
局
併
任
）
▽
教
委
事
務
局
中
央
公
民
館

係
長
代
理　

永
井
澄
子
（
環
境
課
環
境
衛
生

係
長
代
理
）

【
一
般
職
（　

名
）】

31

▽
福
祉
課
板
倉
保
育
園　

野
村
美
佐
代
（
福

祉
課
西
保
育
園
）
▽
総
務
課
職
員
係　

家
中

春
代
（
教
委
事
務
局
総
務
施
設
係
）
▽
総
務

課
秘
書
文
書
係　

川
野
辺
晴
男
（
教
委
事
務

局
学
校
教
育
係
）
▽
税
務
課
町
民
税
係　

小

野
田
浩
靖
（
水
道
課
工
務
係
）
▽
企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係　

伊
藤
泰
年
（
群
馬
県
人
事

交
流
派
遣
）
▽
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係　

荻
野
剛
史
（
税
務
課
諸
税
係
）
▽
産
業
振
興

課
農
村
整
備
室　

寺
�
弘
光
（
教
委
事
務
局

文
化
振
興
係
）
▽
福
祉
課
南
保
育
園　

永
島

佳
代
子
（
福
祉
課
板
倉
保
育
園
）
▽
町
民
生

活
課
保
険
医
療
係　

青
木
小
百
合
（
議
会
事

務
局
庶
務
議
事
係
）
▽
水
道
課
工
務
係　

星

野
一
男
（
環
境
課
一
般
廃
棄
物
係
）
▽
議
会

事
務
局
庶
務
議
事
係　

川
田
愛
子
（
福
祉
課

児
童
福
祉
係
）
▽
教
委
事
務
局
総
務
施
設
係

森
田
和
子
（
教
委
事
務
局
生
涯
学
習
推
進
室

生
涯
学
習
係
）
▽
教
委
事
務
局
学
校
教
育
係

石
川
由
利
子
（
総
務
課
秘
書
係
）
▽
福
祉
課

北
保
育
園　

荻
野
百
合
江
（
福
祉
課
板
倉
保

育
園
）
▽
税
務
課
諸
税
係　

栗
原
孝
典
（
教

委
事
務
局
中
央
公
民
館
）
▽
都
市
開
発
課
都

市
計
画
第
一
係　

青
木
英
世
（
都
市
開
発
課

都
市
計
画
係
）
▽
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

小
谷
野
浩
一
（
産
業
振
興
課
）
▽
教
委
事
務

局
文
化
振
興
係　

小
野
田
英
明
（
町
民
生
活

課
）
▽
環
境
課
一
般
廃
棄
物
係　

田
口
宜
保

（
企
画
財
政
課
）
▽
建
設
課
工
務
係　

塩
田

修
一
（
建
設
課
）
▽
総
務
課　

飯
塚
聖
子

（
町
民
生
活
課
）
▽
福
祉
課
板
倉
保
育
園　

清
水
美
恵
子
（
福
祉
課
北
保
育
園
）
▽
群
馬

県
人
事
交
流
派
遣　

栗
原
正
明
（
福
祉
課
）

▽
福
祉
課　

関
根
美
幸
（
総
務
課
）
▽
福
祉

課　

新
井　

智
（
産
業
振
興
課
）
▽
福
祉
課

北
保
育
園　

松
本
行
以
（
福
祉
課
西
保
育
園
）

▽
福
祉
課
西
保
育
園　

柏
崎
弘
美
（
福
祉
課

北
保
育
園
）▽
町
民
生
活
課　

舘
野
雅
英（
税

務
課
）
▽
環
境
課　

高
瀬
佳
人
（
建
設
課
）

▽
教
委
事
務
局　

鈴
木
貴
宏
（
税
務
課
）
▽

税
務
課　

古
橋
宣
幸
（
教
委
事
務
局
）

小
・
中
学
校
教
職
員

役
場
職
員
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事 業 内 容新・継実施計画事業名

第４章　一人一学をめざすまちづくり【教育文化】

　国策「ミレニアムプロジェクト」における「教育の情報化」の整備により、全小・
中学校などがインターネットに接続し、すべての学級、授業で教員及び児童生徒がコ
ンピュータを活用できる環境を整備します。

新規ＩＴ教育整備事業

　国際社会に生きる「たくましい板倉っ子」を育成するため、板倉町在住の中学生を
海外へ派遣し、諸外国の歴史、文化、自然を学び、同時に自らの目で見、肌で感じ、
人と接する機会をつくります。

継続中学生海外研修派遣事業

　中学校英語教育の充実と小学校における国際理解教育を推進し、児童及び生徒の幅
広い視野を養い語学習得意欲を増進するため、外国人に直接触れる機会をつくりま
す。

継続海外青年招致事業

　学校防災機能の安全性向上のため必要な耐震補強工事を行います。併せて、耐震補
強工事で対応できない改造部分を大規模改造事業で行います。新規校舎耐震補強工事

(大規模改造工事)

　国の法改正に伴い、図書室を中央公民館と複合的に、地域の情報拠点である図書館
として段階的に整備充実していくため、図書室を２階へ移築します。新規中央公民館図書室改修事業

　図書の活用と住民の利便性向上のため、迅速な貸し出し・返却と、インターネット
でだれでもいつでも蔵書情報を得て貸し出しできるよう、情報をネットワークする図
書用管理システムを導入します。

継続中央公民館図書の充実事業

　図書の活用と住民の利便性向上のため、迅速な貸し出し・返却と、インターネット
でだれでもいつでも蔵書情報を得て貸し出しできるよう、情報をネットワークする図
書用管理システムを導入します。

新規東部公民館図書の充実事業

　図書の活用と住民の利便性向上のため、迅速な貸し出し・返却と、インターネット
でだれでもいつでも蔵書情報を得て貸し出しできるよう、情報をネットワークする図
書用管理システムを導入します。

新規南部公民館図書の充実事業

　図書の活用と住民の利便性向上のため、迅速な貸し出し・返却と、インターネット
でだれでもいつでも蔵書情報を得て貸し出しできるよう、情報をネットワークする図
書用管理システムを導入します。

新規北部公民館図書の充実事業

　県内唯一の縄文時代早期の貝塚である離山貝塚を史蹟として整備・活用をする際の
資料とするため、科学的な調査や現在の植生など総合的な調査を行います。継続離山貝塚の整備に関する総合

調査事業

　板倉町では平成14年度に板倉町第４次総合計画を策定しました。こ

の総合計画を実現するため、計画的な事業実施と進行管理の推進のた

め、基本計画の施策の体系に沿って具体的に事業を計画した、平成15

年度実施計画を定めました。また、経費節減と事業の実効性を確保す

るため、本計画を予算編成の指針とします。

　本実施計画は、平成15年度から17年度を中長期的に計画しています

が、毎年事業の見直しを行います。

　第２回は第１編の４～５章です。

　実施計画書は総合計画書と併せて公民館や小中学校図書室で閲覧

できますので、事業費や単年度実施内容など、詳細については実施計

画書をご覧ください。

第１編　まちづくり施策

平平平平平平成成成成成成111111555555年年年年年年度度度度度度平成15年度
実実実実実実施施施施施施計計計計計計画画画画画画書書書書書書実施計画書

板倉町第４次総合計画を実現するための

第
４
次
総
合
計
画

平
成　

年
度 
実
施
計
画
書

15
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事 業 内 容新・継実施計画事業名

第５章　安心して暮らせるまちづくり【保健福祉】

　知的障害者の自立更生及び日常生活訓練のため、更生施設・授産施設・通勤寮への
入所に支援費を支給します。

新規知的障害者施設訓練等支援費
支給事業

　身体障害者の自立更生のため、施設入所者に対し支援費を支給します。新規身体障害者施設訓練等支援費
扶助支給事業

　知的障害者（児）・身体障害者（児）の自立援助・日常介護及び家族の介護負担軽
減のため、デイサービス、ホームヘルプサービス、ショートステイ、グループホーム
の利用に支援費を支給します。

新規身体・知的・児童居宅生活支援
費支給事業

　児童福祉施設整備の調査を行います。新規児童福祉施設建設事業

第６章　ふれあい豊かなまちづくり【行財政】

　「広報いたくら」の充実、また写真現像・フィルム代などの削減を図るため、ＤＴ
Ｐ用印刷機の購入及びデジタルカメラを導入します。

継続広報紙作成事業

　第４次総合計画策定に参加した「まちづくり推進協議会」を計画推進などのための
町民組織として、計画の実施状況の報告と意見聴取、まちづくりへの提案を聴取する
ため、会議を開催します。

継続まちづくり推進会議事業

　住民意見をまちづくりに反映するため、町内を東西南北の４地区に分け各公民館に
おいて年１回、地区別懇談会を開催します。併せて、インターネットによるアンケー
ト調査なども行います。

新規住民意識調査事業

　他の職員に対して公正で認められた人事査定のため、勤務実績のみでなく、公正で
納得性が高い評価基準として「能力評価」と「業績評価」からなる新たな人事管理の
制度を導入します。

新規人事査定の基準策定事業

　町の行事やごみ収集日、路線バスの経路及び時刻、保健センターの予定などを町民
に周知するため、町民にあまり手を煩わすことなくカレンダーによりその日の町のこ
とが分かるように作成します。

継続ふるさとカレンダー作成事業

　限られた財源でより効率的・効果的な施策への財源確保のため、短期財政計画を作
成します。また、随時修正して的確で効率的な財政運営を行うため、毎年財政ローリ
ングを実施します。

新規短期財政計画作成及び
財政ローリング事業

　滞納整理事務などの処理量の増加及び質的向上により、税収納率を向上して主財源
である税収の確保及び公平徴収を実現するため、滞納整理・収納支援システムを導入
します。

新規滞納整理・収納支援システム
導入事業

　会計事務、財務事務の正確性、迅速性、効率性を向上させるため、財務会計システ
ムを早期に導入します。

新規財務会計システム導入事業

第
４
次
総
合
計
画

平
成　

年
度 
実
施
計
画
書

15

第１編　まちづくり施策

海外研修では、とても
貴重な体験ができます

蔵書数も増え、学習
もしやすくなります

カレンダーはますます
多機能になります

財務会計処理が、早くそして
正確にできるようになります
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あなたの身近な情報を
お寄せください。
掲載された写真をさしあげます。
役場広報広聴係まで連絡を
お願いします。
�82-1111（内線）136番

ち
ゃ
ん
と
わ
た
れ
る
よ�

町
内
各
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
実
施

　４月中旬から５月初旬にかけて、町内の小

学校４校で、交通安全教室が実施されました。

実際の横断歩道での横断訓練や、校庭での自

転車安全走行訓練を行いました。地域のお巡

りさんや交通指導員さんが、子どもたちに丁

寧に交通ルールを教えていました。また、ダ

ミー人形を使っての自動車との衝突実験も披

露され、衝突の怖さを再認識しました。

　東小の茂呂 洵  哉 くん（１年生）は「人形が
じゅん や

飛ばされてしまったけど、もし自分たちだっ

たら死んじゃうよね」と話してくれました。

　貴重な生態系を保ち、渡良瀬遊水地の豊か

な自然を守るための「ヨシ焼き」が３月16日

（日）に行われました。

　みなさんのご理解ご協力によって、１日で

15�ものヨシ原をすべて焼くことができまし

た。ありがとうございました。

新緑が待ち遠しい
渡良瀬遊水地でヨシ焼き

　４月19日（土）、板倉町指定水道工事店組合

と板倉町浄化槽協会（代表　長谷川　清さん）

が町内水路の粗大ごみ回収を行いました。

　水路には、自転車や電化製品などがあり、２

�トラック３台分にもなりました。みなさん

の協力により、とてもきれいになりました。

なぜこんなものが？
 水路の粗大ごみ回収実施 

今年もたくさんのかたが
訪れました（堤防上に注目）

バイクが水路を
ふさいでいました

(15) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

　３月24日（月）、「板倉町デイサービスセン

ター」の竣工式が行われました。以前のデイ

サービスセンターは、介護保険制度を想定し

ていなかったため、手狭になり、利用者に不

便をきたしていました。この施設は、利便性

と快適性に優れ、将来の利用規模の拡大にも

対応しています。

　延床面積733. 25�、利用定員25名、総事業

費２億5, 729万1, 528円（うち国県補助金6, 917

万8, 000円）の施設です。

　なお、場所は、板倉町総合老人福祉センター

の隣です。（同敷地内）電話番号は、８２－

３９６１となっています。

畳のスペースもあり、
ゆったりとくつろげます

広くて、明るい
板倉町デイサービスセンター竣工

機械浴室には、車いす（写真右）に座っ
たまま入浴できる浴槽があります

広さが自慢の一般浴槽で、
ゆったりと入浴できます

お誕生会で、カップケーキを
作りました

69�もある休養室には、
10台以上のベッドがあります
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ふ

ひ
れ
ろ
あ
ば
い

―
現
在
の
お
仕
事
は
？

　

古
河
市
内
の
私
立
保
育
園
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
就
職
し
て
か
ら
２
年
目
、
主
に

２
歳
児
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

―
仕
事
で
、
お
も
し
ろ
さ
や
大
変
さ
は
？

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
保
育
士

に
な
り
、
充
実
し
て
い
ま
す
。
元
気
な
子

ど
も
が
多
く
、
毎
日
予
想
も
し
な
い
こ
と

が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
季
節
ご
と
に
行
事

が
あ
り
、
準
備
が
た
い
へ
ん
で
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

友
達
と
買
い
物
し
た
り
、
ご
飯
を
食
べ

に
行
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
最
近
、
ヒ

ス
テ
リ
ッ
ク
・
グ
ラ
マ
ー
と
い
う
カ
ジ
ュ

ア
ル
系
ブ
ラ
ン
ド
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

―
何
か
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

　

町
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
登
板
す
る
こ
と
も
あ

り
、
先
日
、
郡
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

―
き
っ
か
け
は
？

　

中
学
、
高
校
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
た
の
が
き
っ
か
け
か
な
？　

母
も
い
っ

し
ょ
に
ク
ラ
ブ
入
っ
て
い
て
、
親
子
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

大
空
へ
あ
こ
が
れ
が
あ
り
ま
す
。
ス
カ

イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
熱
気
球
を
体
験
し
て
み

た
い
で
す
。

子
ど
も
が
大
好
き
！

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
し
た

 町 　 田 　 友 　希     さん 
まち だ ゆう き

昭和56年６月７日生まれ。飯野在

住。現在、古河市内にある私立保

育園に保育士として勤務。

Ｙｏｕｎｇ
Ｆｒｏｎｔｉｅｒ

ヤングフロンティア

　
　

●
俳　

句

菜
の
花
の
薫
り 
漂 
ふ
月
の
中

た
だ
よ

矢
口 
慶  
子 

け
い 

こ

 
先 
ん
じ
て 
会
釈 
せ
し
子
や 
垣 
を
刈
る

さ
き 

え
し
ゃ
く 

か
き

栗
原 
敏  
子 

と
し 

こ

 
傾 
き
て 
朧 
と
な
り
し 
眉 
の
月

か
た
む 

お
ぼ
ろ 

ま
ゆ

荒
井 
八
重 

や

え

遠
き
日
の 
渡 
し

わ
た

 
蒲
公
英 
咲
き
ほ
こ
る　

た

ん

ぽ

ぽ

新
井 
信  
子 

の
ぶ 

こ

巣
立
ち
行
く
孫
の
ま
ば
ゆ
さ
桜
ど
き

塩
田 
嘉
久
子 

か

く

こ

 
馬  
鈴  
薯  
植 
う
土
に 
耕 
き
こ
む 
陽 
の
か
け
ら

ば 

れ 
い
し
ょ 
う 

す 

ひ

小
暮 
与  
一 

よ 

い
ち

走
り
根
に 
躓 
き
見
上
ぐ 
月  
朧 

つ
ま
ず 

つ
き 
お
ぼ
ろ 

三 
関
   
　
み 

せ
き

 
彰 

あ
き
ら

 
朧 
な
り 
車  
忍  
者 
の 
如 
く
消
え

お
ぼ
ろ 

く
る
ま 
に
ん 
じ
ゃ 

ご
と

小
林　
 
滉 

ひ
ろ
し

 
蕗 
の 
薹 
見
向
き
も
さ
れ
ず
背
伸
び
す
る

ふ
き 

と
う

荻
野 
次  
雄 

つ
ぎ 

お

 
逢 
ふ
は
ず
の
な
か
り
し
人
や 
影  
朧 

あ 

か
げ 
お
ぼ
ろ

川
野
邉 
静  
江 

し
ず 

え

さ
り
気
な
く
肩
す
り
寄
せ
る 
朧 
の 
夜 

お
ぼ
ろ 

よ

小
磯　
 
靖 

や
す
し

花
の 
下  
水  
子 
の
像
を
そ
っ
と 
拭 
き

し
た 
み
ず 

こ 

ふ

川
野
邉 
喜
代
子 

き

よ

こ

鼻
唄
の
自
転
車 
過 
ぎ
る
お
ぼ
ろ
か
な

よ

藤
野
こ
づ
い

 
遥 
か
な
る 
戦 
の 
方 
の 
空  
朧 

は
る 

い
く
さ 

か
た 

そ
ら 
お
ぼ
ろ

川
野
邉 
巳
代
治 

み

よ

じ

靴
音
は
右
に
曲
が
れ
り 
路  
地  
朧 

ろ 

じ 
お
ぼ
ろ

宮
田 
藤  
仔 

と
う 

し

板
倉
町
の
文
壇

(17) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

ぼ
く
・
わ
た
し
の
作
品

●
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
よ
！

　

こ
い
の
ぼ
り
の
つ
い
た
か
ぶ
と
を
作
り

ま
し
た
。
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
か
ぶ
と
が

か
っ
こ
よ
く
で
き
た
か
な
。
こ
ど
も
の
日

に
は
か
し
わ
も
ち
を
食
べ
て
お
っ
き
く
な

る
ぞ
う
！

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
つ
ば
め
１
・
２
組

（
平
成　

年
４
月
撮
影
）
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こ
い
の
ぼ
り
か
ぶ
と

　
　

●
短
歌

 
爛  
漫 
の
花
に 
酔 
い
た
り 
高  
架 
よ
り

ら
ん 
ま
ん 

よ 

こ
う 

か

　
 
一  
望 
に
見
ゆ 
隅  
田  
川  
並 

い
ち 
ぼ
う 

す
み 

だ 

か
わ 
な
み

よ
し
ば
こ
う

咲
き 
盛 
る 
口
紅  
水
仙 
そ
の
あ
か
き

さ
か 

く
ち
べ
に 
す
い
せ
ん

　

く
ち
び
る 
尖 
ら
せ
春
の 
陽 
を
吸
う

と
が 

ひ渡
辺 
初  
津  
井 

は 

つ 

い

す
れ
ち
が
ふ
友
の
さ
げ
ゐ
る
ポ
リ
袋
に

　

青
き 
秋  
刀  
魚 
が
き
ら
り
と
光
る

さ 

ん 

ま

大
塚 
利  
市 

り 

い
ち

 
彼 
の
人
と
去
年
歩
い
た
ラ
ブ
ウ
ォ
ー
ク

か
　

又 
遭 
い
た
い
な 
逢 
え
る
と
い
い
な

あ 

あ

斉
藤 
茂  
雄 

し
げ 

お

花
柄
の 
裾 
に
フ
リ
ル
を
あ
し
ら
え
る

す
そ

　

エ
プ
ロ
ン
掛
け
て
春
の
風 
受 
く

う

真
下 
美  
津  
子 

み 

つ 

こ

谷
田
川
の
土
手
の 
日  
向 
に
よ
も
ぎ 
摘 
む

ひ 

な
た 

つ

　

枯
草
分
け
つ
つ 
頬 
か
む
り
し
て

ほ
っ

川
野
辺 
君  
代 

き
み 

よ

海
近
き
ハ
ウ
ス
の
中
に
実
を 
垂 
る
る

た

　

赤
き 
苺 
を
む
さ
ぼ
り
て 
食 
む　

い
ち
ご 

は

川
島
ノ
ブ

病
院
の
待
合
室
の
顔
見
知
り

　

話
は
づ
め
ば
待
つ 
間  
短 
か
し

ま 

み
じ

根
岸 
都  
代  
子 

と 

よ 

こ

春
一
番
風
や
ま
ぬ 
夜 
を
疲
れ
果
て

よ

　
 
木  
 々
も
泣
く
よ
な
音
に
目
ざ
む
る

き 

ぎ

真
下 
明  
夫 

あ
き 

お

ず
っ
し
り
と
重
き
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
捨
て
て

　

見
上
げ
る
空
に
両
手
広
げ
る根

岸 
勝  
子 

か
つ 

こ

草
焼
き
し 
畦 
に 
土
筆 
の 
覗 
き
た
り

あ
ぜ 

つ
く
し 

の
ぞ

　

散
歩
の
犬
の 
綱  
除 
け
て
引
く

つ
な 

よ

 
三 
関
   
　
み 

せ
き

 
彰 

あ
き
ら

今
は 
亡 
き
師
の 
適
確 
な
り
し 
酷  
評 
に

な 

て
き
か
く 

こ
く 
ひ
ょ
う

　

涙
ぐ
み
ゐ
し
佐
野
の 
城  
山 

し
ろ 
や
ま谷

口 
恵
満
子 

え

み

こ

　

正
解
者
の
中
か
ら　

名
の
か
た
に

20

図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

問
題
１

こ
ど
も
の
日
は
５
月
何
日
？

①
…
３
日　

②
…
４
日　

③
…
５
日

問
題
２

こ
ど
も
の
日
と
い
え
ば
？

①
豆
ま
き
②
ひ
な
人
形
③
こ
い
の
ぼ
り

問
題
３

平
成　

年
度
板
倉
町
予
算
総
額
は
何
億
円

15

で
す
か
？　

（
４
ペ
ー
ジ
）

①　

億
２，
３
６
６
万
円　

②　

億
２，
３

71

81

６
６
万
円　

③　

億
２，
３
６
６
万
円

91

【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご
記
入
の
う

え
、
５
月　

日
（
金
）
ま
で
に
お
送
り
く

16

だ
さ
い
。
※
当
日
消
印
有
効

※
ご
意
見
・
ご
要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
あ
て
先
】
〒
３
７
４－

０
１
９
２

板
倉
町
役
場
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係
へ

【
4
月
号
の
答
え
】
…
①　

日
13

【
当
選
者
】
山
根
良
之
、
小
暮
健
太
、
山

口
秀
平
、
枝　

陽
子
、
小
林
富
子
、
福
島

加
織
、
中
山
信
明
、
小
島
幸
子
、　

．
あ

PN

ま
え
ん
ぼ
、　
．

ア
ヤ
ピ
ー
、松
田
靖
江
、

PN

　
．

か
ん
ち
ゃ
ん　

才
、　

．
除
川
の
ジ
ョ

PN

11

PN

ギ
ン
グ
小
僧
、　

．
ポ
プ
ラ
、　

．
ベ
イ
日

PN

PN

本
一
、
小
林
香
澄
、
根
岸　

平
、
栗
山
安

里
子
、　

．
チ
ッ
プ　

）　
　
　
（
敬
称
略
）

PN

! ?

広
報
ク
イ
ズ

イラスト
コーナー

　
． 

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ 

ア

イ

リ

ス

PN

　
． 
関  
東  
土  
下  
座  
組  
長 

か
ん 
と
う 
ど 

げ 

ざ 
く
み 
ち
ょ
う

PN

　
．

お
さ
る

PN
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���
���　　　　町に対するご意見やご要

望がありましたら、ハガキ、FAX
またはＥメールでお送りくださ
い。ご意見などをお寄せの際に
は、氏名・連絡先などを必ずお書
き添えください。
郵送先　〒374-0192　板倉町役場
企画財政課「みんなの声」あて
�　８２－２７４２
�　info＠town.itakura.gunma.jp

お便りください

あて先はこちら

Our  Vo！ce
Answer  & Quest i on.  Opi ni on.  Mai l

��
��
��
��
��
��

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問

に
対
す
る
回
答
や
ご
意
見
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

　

早
速
、
平
成　

年
６
月
、
樹
木
医
に
よ

13

る
手
術
を
施
し
、
樹
勢
回
復
を
図
り
ま
し

た
。
そ
の
際
に
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
樹
自
身

に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
枝
を
剪
定

し
た
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
豪
華
さ
に
欠
け

る
感
は
あ
り
ま
す
が
、
４
〜
５
年
経
過
す

れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
み
ご
と
な
花
を
つ

け
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
樹
勢

回
復
を
お
見
守
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）

オ
フ
ト
ー
ク
が
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
役
場
に
ご
連
絡
を

　
「
オ
フ
ト
ー
ク
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら�
ピ
ー
・
ピ
ー�
と
、
音
が
出
て

い
る
」
と
か
「
先
日
分
署
か
ら
火
災

の
緊
急
放
送
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に

聞
こ
え
な
か
っ
た
」な
ど
、オ
フ
ト
ー

ク
に
何
ら
か
の
異
常
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

移
動
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
一
報
を
。

�
　

－

１
１
１
１　

内
線
１
３
６
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頼  
母  
子 
に
あ
る
町
指
定
天
然
記
念
物
の

た
の 
も 

し

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
枝
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
以
前
は
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

の
枝
先
が
地
面
に
つ
く
ほ
ど
垂
れ
て
い
た

の
に
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
豪
華
さ

が
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
み
ご

と
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
姿
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
切
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
残

念
で
す
。

（
匿
名
希
望
）

　

海
老
瀬
字
頼
母
子
の
薬
師
堂
境
内
に
そ

び
え
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
３
月
下
旬
に

な
る
と
、
多
く
の
か
た
が
た
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
開
花

期
間
中
は
地
元
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に

よ
っ
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
み
ご
と
な

景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
開
花
時
に
「
１
本
の
枝
が

13

花
を
付
け
な
い
」
と
い
う
連
絡
を
受
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
樹
木
医
に
診
断
し
て
も

ら
っ
た
結
果
、「
ナ
ラ
タ
ケ
菌
」
が
入
り

込
み
、
冒
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
状
態
で
放
置
し
て
お
く
と
、

枯
れ
て
し
ま
う
と
の
診
断
で
し
た
。

樹
勢
回
復
の
際
、
木
に

負
担
を
か
け
な
い
た
め

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
枝
を

ど
う
し
て
切
っ
た
の
？

以前のシダレザクラ

今年のシダレザクラ



( 19) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

�
�
�
�
�
�

自
分
の
思
い
を
的
確
に
伝
え
る

そ
の
基
礎
は『
あ
い
さ
つ
』で
す

　

４
月
か
ら
西
小
学
校
の
校
長
に
な
ら
れ

た
山
田
孝
充
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
入
学
式
と
い
え
ば
母
親
が
付
き
添
っ

て
と
い
う
の
が
普
通
で
し
た
が
最
近
で
は

両
親
そ
ろ
っ
て
出
席
す
る
家
庭
が
目
立
ち

は
じ
め
ま
し
た
」
と
入
学
式
で
の
印
象
を

話
さ
れ
ま
す
。
前
任
校
の
休
泊
小
学
校
で

は
年
を
追
う
ご
と
に
多
く
な
り
、
い
ま
で

は
ご
く
普
通
に
な
っ
て
き

て
い
る
そ
う
で
す
。
西
小

で
も
徐
々
に
父
親
も
い
っ

し
ょ
に
と
い
う
傾
向
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

昨
年
か
ら
学
校
５
日
制

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
新

学
習
指
導
要
領
の
も
と
で

の
授
業
内
容
や
家
庭
の
役

割
に
対
す
る
認
識
の
変
化

を
ふ
ま
え
た
上
で
「
お
父
さ
ん
が
気
軽
に

学
校
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
作

り
を
し
た
い
で
す
ね
。
小
学
校
の
時
か
ら

父
親
が
学
校
行
事
や
総
合
学
習
な
ど
に
か

か
わ
っ
て
い
け
ば
、
中
高
生
に
な
っ
て
か

ら
も
子
ど
も
の
成
長
を
理
解
し
、
よ
き
相

談
相
手
に
な
っ
て
や
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
続
け
ら
れ
、こ
れ
ま
で
の
長

い
ご
経
験
の
中
で
、
母
親
だ
け
に
任
さ
れ

が
ち
だ
っ
た
教
育
に
父
親
に
も
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
お
考
え
で
す
。

　
「
以
前
か
ら
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
こ
と

で
す
が
、
板
倉
の
子
ど
も
た
ち
は
総
じ
て

や
や
引
っ
込
み
思
案
な
傾
向
が
あ
っ
て
、

例
え
ば
部
活
の
試
合
な
ど
の
時
に
充
分
に

実
力
が
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
前
置
き

し
、「
自
己
表
現
を
す
る
、
自
分
の
思
い
を

的
確
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
、
そ
の
基
礎
に

な
る
の
が
『
あ
い
さ
つ
』

で
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
西
小
の
子
ど
も
た
ち
は

し
っ
か
り
『
あ
い
さ
つ
』

で
き
ま
す
が
、
ま
だ
努
力

の
余
地
は
あ
る
と
思
う
の

で
家
庭
で
も
意
識
的
に
さ

せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

続
け
ら
れ
る
中
に
長
年
か

か
わ
っ
て
き
た
板
倉
っ
子

へ
の
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。
教
頭
時
代
を

含
め
板
中
で
の　

年
間
の
勤
務
経
験
か
ら

17

か
、
新
し
く
着
任
さ
れ
た
と
言
う
よ
り
、

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た

よ
う
な
ゆ
と
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

教
育
環
境
や
制
度
が
急
激
に
変
化
し
つ

つ
あ
る
中
で
、
ご
苦
労
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
が
身
近

に
親
し
め
る
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
編
集
委
員　

宇
治
川
周
子　

子
ど
も
の
教
育
に
積
極
的
に

父
親
も
か
か
わ
っ
て
ほ
し
い

『
あ
い
さ
つ
』
を
し
っ
か
り

そ
れ
が
基
礎
に
な
り
ま
す

いつも元気な子どもたちに囲まれています

f ace 顔 

板倉町立西小学校校長

山田孝充さん

1950年（昭和25年）12月21日

生まれ

館林市在住。

教員となり初めて板倉中学校

に着任。太田市南中学校や板

倉町教育委員会、太田市休泊

小学校（校長）を経た。休泊

小の時、PTA会長とともに「お

やじの会」を発足し、子ども

と父親とのかかわりの場を作

ることに努力した。学生時代

は、オーディオの組み立てに

凝る。現在パソコンに興味を

持ち、自作機も数台を数える。

やまだ　たかみつ
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藤岡町の遊水池会館で行われた「渡良瀬
遊水地学習研究発表会」に参加しました

　

東
小
学
校
の
４
年
生
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
の
学

習
と
し
て
、一
学
期
は
遊
水
地
に
つ
い
て
、

二
学
期
は
遊
水
地
の
環
境
に
つ
い
て
、
三

学
期
は
環
境
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　

一
学
期
は
遊
水
地
に
つ
い
て
、
遊
水
地

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

か
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る

課
題
別
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
実
際
に
遊

水
地
に
行
っ
て
調
べ
た
り
、
図
書
室
の
本

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
は
植
物
や
生
き
物
、環
境
、

湖
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
持
っ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

二
学
期
は
遊
水
地
の
環
境
に
つ
い
て
、

植
物
や
生
き
物
と
環
境
の
関
わ
り
や
、
湖

の
水
質
検
査
、
ご
み
調
査
な
ど
、
環
境
を

踏
ま
え
て
課
題
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
な

り
、
実
際
に
遊
水
地
に
行
っ
て
調
べ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に

課
題
に
取
り
組
み
、
模
造
紙
に
ま
と
め
た

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
鑑
を
作
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

２
月　

日
（
土
）
に
遊
水
地
学
習
研
究

22

発
表
会
が
あ
り
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
東

小
学
校
の
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
研
究
発
表
会
に
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ

は
、
植
物
班
と
ご
み
班
で
す
。
植
物
班
は

遊
水
地
の
植
物
の
紹
介
を
し
、
ご
み
班
は

遊
水
地
で
の
ご
み
調
査
の
結
果
や
感
想
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

三
学
期
は
遊
水
地
を
含
め
た
板
倉
町
の

環
境
と
い
う
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
課
題

を
持
っ
て
調
べ
ま
し
た
。
遊
水
地
や
わ
た

ら
せ
自
然
館
に
何
度
も
行
っ
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
一
学
期
、
二

学
期
に
学
習
し
た
こ
と
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
取
り
組
み
、模
造
紙
に
ま
と
め
た
り
、

本
や
図
鑑
を
作
っ
た
り
、
グ
ラ
フ
を
作
っ

た
り
と
、
自
分
な
り
の
方
法
で
そ
れ
ぞ
れ

が
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

　

遊
水
地
に
何
度
も
行
っ
た
こ
と
で
、
遊

水
地
へ
の
興
味
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
同

時
に
環
境
の
こ
と
を
自
分
た
ち
な
り
に
考

え
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ

方
法
、
植
物
や
生
き
物
に
と
っ
て
の
環
境

な
ど
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
が
以
前
よ

り
大
き
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

飛飛飛飛飛飛飛飛飛飛
びびびびびびびびびび
出出出出出出出出出出
せせせせせせせせせせ
スススススススススス
クククククククククク
ーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルル

飛
び
出
せ
ス
ク
ー
ル

た
く
さ
ん
の
発
見
、
遊
水
地
探
検　

－

東
小
学
校－

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
の
学
習

自
然
を
大
切
に
す
る
心
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　広大なわたらせ遊水地の景観にふれ、松澤 篤  郎 
とく ろう

先生のお話を聞きながら植物観察を楽しみませんか。
◆日時　５月24日（土）　午前10時集合
午後２時解散（小雨決行、荒天翌日）
◆集合場所　わたらせ自然館（解散も同じ）
◆講師　松澤篤郎先生
◆募集人数　20名（先着順）
◆用意するもの　弁当、飲物、敷物、帽子、リュッ
ク、メモ、鉛筆、ビニール袋（ごみ袋より小さめ）
◆その他　２～３km歩きます。
◆申し込み　わたらせ自然館　�８２－１９３５

わたらせ自然館からの
インフォメーション

わたらせ遊水地植物観察会を開催

　左利きソロギタリスト、レフティ・アローンさ
んをお迎えします。一人で演奏していることが信
じられないくらい、ギター１本でさまざまな音色
を奏で聴く人を魅了します。ギター演奏の枠にこ
だわらない奏法を、ぜひお楽しみください。
◆日時　５月24日（土）午後７時開演
◆入場料　1, 000円　チケットは、わたらせ自然
館、各公民館で販売しています。
◆問い合わせ　わたらせ自然館　�８２－１９３５

アコースティックギターコンサート開催

　中国語を始めてみませんか？　おしゃべり喫茶
は、おいしいお茶を飲みながら、喫茶店での軽い
おしゃべり感覚で中国語を楽しく学びあうところ
です。中国語が初めてのかたでも優しい先生が教
えてくれるので、ぜひご参加ください。
◆日時　６月12日・19日・26日・７月３日（木）
　　　　午後７時～８時30分
◆会場　わたらせ自然館
◆テーマ　「中国と日本の暮らしの違い」
◆講師　 藏 　 志  勇 　さん

ゾウ シ ユウ

◆対象　町内在住者（中学生以上）で、積極的に
中国話を学びたいかた（初心者）
◆定員　15名（先着順）
◆参加費　300円（４回分の飲物代などとして）
◆申し込み・問い合わせ
　５月30日（金）までに教育委員会生涯学習係へ
電話でお申し込みください。（内線159）

初級中国語おしゃべり喫茶参加者募集

　

私
は
、
こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
友
達
っ
て

い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
い
く
ら

仲
良
し
で
も
一
回
は
す
れ
ち
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

え
り
さ
ん
と
よ
し
子
さ
ん
は
仲
良
し
だ

け
ど
、
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
小
さ
な

ケ
ン
カ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
え
り
さ

ん
は
、
お
母
さ
ん
に
お
つ
か
い
を
た
の
ま

れ
て
、
公
園
で
ま
ち
合
わ
せ
し
て
い
る
よ

し
子
さ
ん
を
、ま
た
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

よ
し
子
さ
ん
は
、
え
り
さ
ん
が
来
な
い
か

な
あ
と
長
い
時
間
、
公
園
で
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
小
さ
な
ケ
ン

カ
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
二

人
と
も
、
も
っ

と
話
し
合
い
を

し
て
、
理
解
し

あ
え
れ
ば
い
い
の
に
な
あ
と
思
い
ま
す
。

二
人
は
、
い
い
合
い
し
て
ば
か
り
で
、「
ご

め
ん
ね
」と
あ
や
ま
っ
た
ら
、「
い
い
よ
」っ

て
ゆ
る
し
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば
い
い
の
に
、

と
私
は
思
い
ま
し
た
。
え
り
さ
ん
、
よ
し

子
さ
ん
は
、
お
た
が
い
悪
か
っ
た
な
あ
と

思
っ
て
て
も
、
な
か
な
か
素
直
に
、「
ご
め

ん
ね
」
っ
て
言
え
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
け
ど
、
そ
こ
で
だ
ま
っ
て
い
た

ら
な
に
も
か
い
け
つ
は
、
で
き
な
い
と
思

い
え
り
さ
ん
は
、
お
手
紙
に
「
ご
め
ん
ね
」

と
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
よ
し
子
さ
ん

に
え
り
さ
ん
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ
と
か

ら
は
じ
ま
っ
た
小
さ
な
ケ
ン
カ
で
も
、
そ

こ
で
素
直
に
あ
や
ま
ら
な
け
れ
ば
、
よ
し

子
さ
ん
と
え
り
さ
ん
は
ま
た
仲
良
く
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
二
人
が
お
互
い
相
手
の
こ
と
が
わ

か
っ
て
信
じ

あ
っ
て
い
れ

ば
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て

も
素
直
な
気

持
ち
に
な
れ

る
と
思
い
ま

す
。

お
互
い
信
じ
合
っ
て
い
れ
ば

「『
す
れ
ち
が
い
』
を
見
て
」

北
小
学
校
５
年

（
平
成　

年
度
）

14

春
山 
真  
弓 

ま 

ゆ
み

さ
ん

板
倉
町
小
中
学
校
人
権
作
文
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天
神
池
探
検
隊
と
い
う
名
前
を
聞
く
と

大
多
数
の
か
た
が「
？
」と
思
う
で
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
３
月
に
設
立
し
ま
し
た
が
、

12

始
め
は
自
分
た
ち
の
地
域
の
自
然
環
境
に

つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
有
志
が
集
ま
っ

て
「
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
と
い
う
名
称

を
考
え
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
積

極
的
に
活
動
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
ね
ら
い
か
ら
、
楽
し
そ
う
な
ワ
ク
ワ

ク
し
そ
う
な
今
の
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
偶
数
月
の
第
４
日
曜
日
に

水
質
検
査
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
奇
数
月

の
第
４
日
曜
日
は
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
や
ト
ン
ボ
の
観
察
会
、
ひ
じ
曲
り
池
バ

ス
釣
り
大
会
、
ご
み
拾
い
、
研
究
会
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
環

境
を
良
く
す
る
の
も
悪
く
す
る
の
も
私
た

ち
で
す
。い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

豊かな自然を残そう

天神池探検隊　　　南部公民館

各公民館において、園児や小学校低学年の児童を対象に「おはなし会」を開催します。内容は絵
本・紙芝居などの読み聞かせや簡単な工作を行います。親子で楽しいひとときを過ごしませんか？

いってみようよいってみようよ
おはなしランドおはなしランド

日時　５月10日（土）　午前
10時30分　毎月第２土曜日
場所　北部公民館

さくらがおかおはなし会

日時　５月24日(土)
　　　午前10時
場所　東部公民館

かやの木おはなし会

日時　５月24日（土)　午前
10時30分　毎月第４土曜日
場所　中央公民館

たんぽぽおはなし会

日時　６月28日(土)
　　　午前10時
場所　東部公民館

フルーツバスケット

日時　５月10日（土)　午前
10時30分　隔月第２土曜日
場所　南部公民館

おはなし会Ｍｉｘきゃろっと

(23) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

日
時　

６
月
〜　

月
（
全
５
回
）

12

場
所　

東
部
公
民
館

内
容　

物
づ
く
り
・
体
験
・
芸
術
鑑
賞
な

ど対
象　

成
人
（　

代
〜　

代
）

30

50

定
員　
　

名
20

受
付　

５
月　

日
（
火
）
か
ら

13

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前
９
時　

分

21

30

場
所　

東
部
公
民
館

内
容　

コ
ロ
コ
ロ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作

ろ
う

対
象　

小
学
校
１
年
生
〜
６
年
生
（
１
〜

３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
　

名
30

費
用　

５
０
０
円
程
度

受
付　

５
月　

日
（
火
）
か
ら

13

休館日（憲法記念日）３土
全館開館します４日
休館日（こどもの日）５月
振替休日６火

(東)13: 30活き生き学級７水
(北）9: 30めだかの学校10土
(南）10: 30Ｍｉｘきゃろっと
(北）10: 30さくらがおかおはなし会

休館日12月
(東)19: 00パソコン教室13火
(中)19: 30フラダンス教室
(北)13: 30編み物教室15木
(東)19: 00パソコン教室
(北)13: 30竹工芸教室16金
(東)19: 00パソコン教室
(東)9: 30陶芸教室17土
(北)8: 30ファミリーハイキング教室18日
(南)10: 00ガーデニング教室

休館日19月
(南)10: 00こどもの広場20火
(北）10: 00絵手紙教室
(東)19: 00パソコン教室
(東)19: 00パソコン教室22木
(東)19: 00パソコン教室23金
(東)10: 00かやの木おはなし会24土
(中)10: 00たんぽぽおはなし会
(南)9: 00わんぱく教室25日

休館日26月
(中)10: 00福寿学級27火
(中)19: 30フラダンス教室
(北)9: 30陶芸教室28水
(南)10: 00福寿学級29木
(北)10: 00福寿学級

（東）…東部公民館　（中）…中央公民館
（南）…南部公民館　（北）…北部公民館

５

日
時　

５
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜

25

場
所　

南
部
公
民
館

講
師　

岩
上
秀
明
先
生

内
容　

水
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
飛
ば
す

内
費　

５
０
０
円

定
員　
　

名
20

対
象　

小
学
生

持
っ
て
く
る
物　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
・
５

�
（
炭
酸
用
３
本
）・
牛
乳
パ
ッ
ク
２
個

受
付　

５
月
７
日
（
水
）
か
ら

「サンデークラブ」写真展
５月１日（木）～５月30日（金）
日ごろの活動の成果を中央公民館ロ
ビーに展示しますので、ぜひお立ち寄り
ください。（午後９時まで）

日
時　

６
月
〜　

月　

第
２
・
４
土
曜
日

10

　
　
　
（
全　

回
）
午
後
１
時　

分

10

30

場
所　

東
部
公
民
館

内
容　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
基
礎
（
お
や

す
み
ラ
イ
ト
・
プ
テ
ー
ブ
ー
ケ
）

講
師　

大
和
田 
晴
翠 
・ 
悠
翠 
先
生

せ
い
す
い 

ゆ
う
す
い

定
員　
　

名
20

費
用　

道
具
・
材
料
代

受
付　

５
月　

日
（
日
）
ま
で

25

「花の大河」

撮影：篠塚伸二朗

　

わ
ん
ぱ
く
教
室

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

　

お
も
し
ろ
科
学
教
室

　

成
人
講
座
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� ８２-０８５８

海洋センター
E-mai l ：kai you@t own. i t akura. gunma. j p

日　程　平成15年８月４日（月）～８月８日（金）　４泊５日 

対　象　小学５年生～中学３年生／２名（全国から90名）

研修先　沖縄でのマリンスポーツ・自然体験

参加費　64, 000円（参加費１／３は町が助成）

申込み　海洋センターにある参加申込書に記入のうえ、５月16日（金）

　　　までにお申し込みください。※応募多数の場合は後日選考

　 発見！！

　 体験！！

期
日　

５
月　

日
（
日
）

18

場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
北
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

種
目　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
／
ビ
ギ
ナ
ー
／
リ

レ
ー　

※
詳
し
く
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で 

ア
ス
リ
ー
ト
集
結　
! !

〜
第　

回
遊
水
地
ふ
れ
あ
い

12
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
〜

B&G海洋体験セミナー参加者募集中

ち
ゅ
ら
海
の

ち
ゅ
ら
海
の

沖沖
縄縄
へへ

行
っ
て
み
よ
う
よ

行
っ
て
み
よ
う
よ

ス ケ ジ ュ ー ル

第21回春季家庭婦人バレーボール大会
とき：４月13日　場所：海洋センター体育館

優勝：北友クラブ　
準優勝：つくし　　　第３位：雷電クラブ　

第24回板倉町ゲートボール大会
とき：４月18日　場所：谷田川ゲートボール場

優勝：３区　　準優勝：10区Ａ

５
　３ 土

５
　11 日

５
　18 日

５
　25 日

５
　15 木

５
　11 日

５
　17 土

TENNI S　TRI PLES
中央公園テニスコート　９: 00～

スポーツ担当実技講習会
中央公園運動場　18: 30～

第45回板倉町近県剣道大会
板中体育館　８: 30～

第19回教育長杯争奪少年野球大会
渡良瀬運動場　８: 30～

遊水地ふれあいトライアスロン大会
渡良瀬遊水地　8: 30～

県民オープニング祭
前橋市敷島公園陸上競技場　9: 00～

練
習
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
８
時
〜
午
後
９
時　

分
30

場　

所　

板
倉
町
立
北
小
学
校
体
育
館

連
絡
先　

友
好
会　

松
本
ま
で

�
　

－

０
７
４
５

77 や
っ
て
み
よ
う　
! !

〜
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
員
募
集
中
〜
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乳 幼 児 日 程 表（会場　保健センター）
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「
野
菜
が
嫌
い
で
食
べ
て
く
れ
ま
せ
ん
」

「
お
い
し
く
食
べ
さ
せ
る
よ
い
方
法
が
あ

り
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う
な
相
談
が
あ
り

ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
離
乳
食
を
食
べ
さ
せ

な
が
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
２
日
（
月
）

　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

※
お
話
の
後
、
希
望
者
に
は
身
長
や
体
重

測
定
と
育
児
や
栄
養
に
関
す
る
相
談
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
測
定
だ
け
の
参
加
も
で

き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
ご
は
ん

コ
ア
ラ
学
級
（
育
児
学
級
）

　

子
ど
も
の
運
動
発
達
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。「
お
座
り
や
立
っ
ち
、

ハ
イ
ハ
イ
な
ど
が
下
手
」「
も
の
を
つ
か

５／２（金）北部公民館

　　２（金）保健センター

　　９（金）保健センター

　　16（金）東部公民館

　　16（金）保健センター

　　23（金）保健センター

　　30（金）保健センター

時間　午前10時～11時30分

内容　血圧測定と尿検査。

心と体の健康に関することや

食事の相談

健 康 相 談

リハビリ教室

５／14（水）保健センター

６／４（水）保健センター

講師　 大  朏  真  由  美 先生
おお つき ま ゆ み

　　（14日のみ）

時間　午前10時～11時30分

※初めて参加されるかたは、

あらかじめ保健センターへお

申し込みください。送迎も行

います。

対象
月日
（曜）

事業名 担当医師 受付時間

※転入されたかたや通知の届かないかたは、保健センターまでお問い合わせください。

マ マ パ パ
セミナー

午後１時～
１時15分

５／８
（木）

妊婦希望者とその夫

午後１時15分
～２時

13（火）
２歳児親子
歯科健診

平成13年２月・３月生まれのお子
さんと親

石山　悟

星野　弘
井上研次

午後１時15分
～２時

16（金） 乳児健診
平成14年８月・11月生まれのお子さん
と、平成15年１月生まれのお子さん

午後１時15分
～２時

23（金）
１歳児
健診

平成14年４月・５月生まれのお子
さん

石山　潔

星野　弘
橋本行雄

午後１時～
２時30分

３歳児
健診

28（水）
平成11年11月・12月生まれと、平成
12年１月・２月生まれのお子さん

１ 歳 ６ か
月児健診

平岩正基
石山　悟

午後１時15分
～２時

６／３
（火）

平成13年10月・11月生まれのお子
さん

星野　弘
井上研次

午後１時15分
～２時

６（金） 乳児健診
平成14年９月・12月生まれと、
平成15年２月生まれのお子さん

　

不
正
大
麻
・
け
し
の
撲
滅
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
大
麻
と
は
、
か
つ
て
日
本
で
も

繊
維
を
と
る
目
的
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い

た
「
ア
サ
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の
大
麻
に

は
、
精
神
障
害
を
起
こ
す
成
分
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
に
栽
培
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
け
し
に
は
「
ひ
な
げ
し
」
や

「
お
に
げ
し
」
の
よ
う
に
、
植
え
て
よ
い

種
類
も
あ
り
ま
す
が
、
麻
薬
の
原
料
と
な

る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
栽
培

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
県
内
で
は
、
不
正
栽
培
の
大
麻

が　

本
、栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
１
４，

56
６
５
５
本
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
正
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
麻
や
疑
わ

し
い
「
け
し
」
を
発
見
し
た
と
き
は
、
最

寄
り
の
保
健
福
祉
事
務
所
か
警
察
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

実
施
中
！

む
・
飲
み
こ
む
」
な
ど
の
発
達
の
不
安
や

姿
勢
が
う
ま
く
と
れ
な
い
な
ど
、
作
業
療

法
士
が
個
別
に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
注
意
や
練
習
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月　

日
（
金
）

30

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
（
予
約
制
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
 
高  
倉  
真  
佐  
美 
先
生

た
か 
く
ら 
ま 

さ 

み

　
（ 
両
毛
整
肢
療
護
園 
・
作
業
療
法
士
）

り
ょ
う
も
う
せ
い
し
り
ょ
う
ご
え
ん

作
業
療
法
士
に
よ
る

療
育
リ
ハ
ビ
リ
相
談
会
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　定 例 相 談

２（金）こいのぼり作り

９（金）こいのぼりくぐり

12（月）こいのぼりくぐり

16（金）しろつめくさと遊ぼう

19（月）しろつめくさと遊ぼう

23（金）大型絵本を楽しむ

26（月）エプロンシアター「大きなかぶ」

30（金）エプロンシアター「大きなかぶ」

対象　保育園や幼稚園に入園する

前のお子さんとその家族。月曜日

は０～１歳児、金曜日は２歳以上

児がそれぞれ対象

時間　午前10時～正午

※「子育て相談」（電話でも受け付

けています）や自由開放（火～木

曜日は終日、月・金曜日の午後）

も行っています。たくさんのお友

達ができるチャンス！　お気軽に

ご利用ください。

献血のお知らせ

日程　６月18日（水）／10

月10日（金）／平成16年２

月13日（金）

場所　保健センター

問合せ　福祉課高齢福祉係

�内線189

　赤十字奉仕団とは、赤十字の人

道博愛の精神のもとに結成された

奉仕者組織です。地域奉仕団とし

て、災害時の炊き出し訓練や視察

研修などを行ってます。

　赤十字奉仕団活動に賛同される

かたは、ぜひご応募ください。

申込み・問合せ　５月23日（金）

までに福祉課高齢福祉係へ所定の

用紙でお申し込みください。

�内線189

赤十字奉仕団員

募集

　休館日（原則として月曜日、祝日）
を除く、毎日午前８時30分～午後５
時
※なお、南公、北公は土曜日の午後
０時30分まで

　問合せ
　・中央公民館　�82-2435
　・東部公民館　�82-1241
　・南部公民館　�82-1424
　・北部公民館　�77-1855

●くらしの相談窓口

　５月１・15日、６月５日※すべて（木）
　午前10時～午後４時
　館林市役所２階203会議室
　問合せ
　・館林市役所環境課
　�72-4111
　・役場環境課
　�内線155

●交通事故巡回相談

　５月６日（火）・６月２日（月）
　午後１時30分～４時
　農業委員会相談室
　相談員　農業委員２名
　問合せ　農業委員会
　�内線130

●農地相談
　５月13日（火）・27日（火）
　午前９時30分～正午
　福祉センター
　問合せ　板倉町社会福祉協議会
　�82-3900

●心配ごと相談

　毎週月～金曜日（５/３・４・５を除く）
　午後１時30分～４時
　※電話相談も受け付けています。
　西保育園おやこサロン
　相談員　尾花 洋  子  保育士

よう こ

　問合せ   西保育園
　�82-2014

●子育て相談

５月８日（木）午前10時～正午
中央公民館
相談員　増田 富  美  子  行政相談員

ふ み こ

問合せ　企画財政課
　�内線136

●行政相談
　毎週月～金曜日（５/３・４・５を除く）
　午前８時30分～午後５時
　福祉センター
　問合せ　ボランティアセンター
　�82-3900

●ボランティア何でも相談　５月13日（火）　午後１時～３時
　城沼公民館
　相談員・問合せ

ＮＰＯ群馬不動産コンサルティン
グ協会館林支部会員

　�090-3242-8394

●土地・建物何でも相談

　５月13日（火）午後１時～３時
　中央公民館
　相談員　森尻 光  昭  弁護士

みつ あき

　問合せ　総務課
　�内線115

●法律相談
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町からのお知らせ

お知らせ

　５月の「可燃性粗大ごみ」「不燃性粗大ごみ」の出し方

不燃性粗大ごみ・小型家電
資源ごみ可燃性粗大ごみ種類

ダンボール自転車

木製の家具類布団類搬入可能な物

新聞紙鉄製品

雑誌掃除機

炊飯器

パソコン

直接搬入
出来ないかた直接搬入のかた直接搬入

出来ないかた直接搬入のかた搬入方法

有料無料有料無料料金

申込期限
14日（水）

毎日

申込期限
14日（水）８日（木）

受入日 調査日
20日（火）

調査日
20日（火）27日（火）

収集日
23日（金）

収集日
23日（金）

午前９時～
午後３時

午前９時～
午後３時受入時間

　板倉町総合農業振興協議会が主

催する体験農業の参加者を募集し

ます。この体験は、農村と都市と

の交流事業の一環です。農作業を

通して、ものを作る大切さやおも

しろさを実感してください。

内容・開催時期

①田植え体験（６月上旬）

②稲刈り体験（９月中旬）

対象　板倉町に在住のかた

期間　５月中の土・日・祝日以外

の毎日　※なお、18日は除く

時間　午前９時～午後３時

※18日は午前９時～正午

配布量　１世帯あたり100kgまで

※たい肥を入れる袋は、みなさん

でご用意ください。

その他　たい肥はなくなり次第、

配布を終了します。

配布場所・問合せ

資源化センター

�82-5371

　たい肥をご利用ください

※日曜日の受け入れを行います。期日　18日(日）午前９時～正午

申込み・問合せ　資源化センター　�82-5371

期日　５月28日（水）～６月６日

（金）　※なお、６月１・２日は

休館になります。

時間　午前９時～午前４時30分

（６月６日は午前中のみ）

場所　わたらせ自然館多目的ホール

展示数　入選作品34点

問合せ　企画財政課企画調整係

�内線135

フォトコンテスト2002写真展

開催をします

③しめ縄づくりと餅つき（12月下旬）

対象者　小学生以下の児童とその

保護者のかた

定員　50名（各内容とも）

参加料　無料

申込み・問合せ　５月20日（火）

までに産業振興課農業振興係へ電

話でお申し込みください。

�内線133・134

昨年のおもしろ農業体験より

おおおおおおおおおおももももももももももししししししししししろろろろろろろろろろ農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験おもしろ農業体験参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集参加者募集
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○平成14年度板倉南小学校ＰＴＡ

会長岡田 雅  勝 さんより図書館改装
まさ かつ

用材料　南小学校図書館改装用と

して●たくさんの寄付がありました。

○三田 雅  敏 さん（板倉町大字細谷
まさ とし

1880）揚舟一 艘 　民俗資料として
そう

○平成14年度板倉中学校卒業生保

護者一同より（代表小島 易  世 さん）
やす よ

製氷機１台　板倉中学校備品として

○平成14年度北小学校卒業生保護

者一同より（代表小林はるなさん）

体育館用大型石油ストーブ１台　

北小学校備品として

○平成14年度東小学校卒業生保護

者一同より（代表北村 明  美 さん）
あけ み

スダジイ１本　東小学校樹木として

○平成14年度南小学校卒業生保護

者一同より（代表亀田 民  子 さん）
たみ こ

体育館用大型石油ストーブ１台

南小学校備品として

○平成14年度西小学校卒業生保護

者一同より（代表小野田 貴  子 さん）
たか こ

液晶プロジェクター１台　西小学

校備品として

寄付ありがとうございます

（10アールあたり）

料　　金内　　　容作業名
4, 500円１番うない耕　起
3, 500円２番うない耕　起
6, 000円 代 かき

しろ

13, 000円「耕起～代かき」まで一貫で委託した場合耕起～代かき
6, 000円委託した場合代かきのみ
14, 000円苗箱18枚標準、一切受託者もち育苗（種苗）
10, 000円苗箱18枚標準、種子、苗箱は委託者もち育苗（種苗）

6, 000円

補植なし（端まわり、欠株の補植を除く）

（田植え同時除草剤散布、田植え同時施肥は

両方でも片方でも1, 500円高）

田植え（機械植え）

19, 000円「育苗～田植え」一切育苗～田植え

16, 000円
刈り取り、委託者宅まで運搬（結束は2, 000

円高）
コンバイン刈り取り

25, 000円
刈り取り、乾燥調整、委託者宅まで運搬

 廻 り刈りを含む一切（結束は2, 000円高）
まわコンバイン一括作業

1, 500円１俵あたり（生籾の場合）乾燥籾すり調整
600円１俵あたり籾すり調整

8, 000円

～10, 000円
１日あたり農作業一般

18, 000円抜根などの耕起以外に必要な作業は含まない参考：遊休農地耕起
１ｍあたり40円機械による畦畔作業 畦  畔 作業

けい はん

平成15年度板倉町農作業標準料金表
【問合せ】農業委員会内線129

○次のとおりになりました。

～建設課～

◆平成14年度緊急地方道路整備事

業Ａ（改築）（町道１－12号線）

道路改良工事１－３

　工事場所　大字板倉地内

　落札金額　9, 500, 000円

　落札業者　栗原建設�

～産業振興課～

◆平成15年度小規模土地改良事業

細谷地区農道整備工事

　工事場所　大字細谷地内

　落札金額　3, 900, 000円

　落札業者　田村建設�

◆平成15年度小規模土地改良事業

寄井地区排水路工事

　工事場所　大字板倉地内

　落札金額　10, 300, 000円

　落札業者　塩田建設�

～水道課～

◆平成15年度住宅宅地関連公共施

設整備促進（広域基幹）昭和橋架

替に伴う配水管添架替工事

　工事場所　大字海老瀬地内

　落札金額　4, 400, 000円

　落札業者　�小倉設備

◆平成15年度町道1150号線外（板

倉地内）配水管布設替工事

　工事場所　大字板倉地内

　落札金額　11, 500, 000円

　落札業者　佐山設備

◆平成15年度南浄水場（大高嶋地

内）次亜設備改修工事

　工事場所　大字大高嶋地内

　落札金額　6, 200, 000円

　落札業者　水機興業�

◆平成15年度町道1077号線外３路

線配水管布設替工事設計業務

　業務場所　板倉町地内

　落札金額　3, 600, 000円

　落札業者　�協和設計事務所

入札結果

公表内容

①予定価格250万円以上の公共工

事の名称、場所、種別及び概要

②入札及び契約の方法

③入札を行う時期（随意契約の場

合は契約締結時期）

公表方法　閲覧方式

閲覧場所　企画財政課（役場西庁

舎２階）

問合せ　詳しくは、企画財政課財

政係までお問い合わせください。

�内線137・138

平成15年度公共工事

発注計画を公表します

(29) 広報いたくら　Ｈ15．５．１

お知らせ

　群馬県緑化センターでは、日曜

緑化教室を開催します。教室では、

「『葉っぱ探検隊』身近な樹木と友

達になろう！」と題して、親子で

探検をしながら、ゲームを楽しん

だり簡単な工作を行ったりしま

す。興味のあるかたは、ぜひご参

加ください。

日時　５月18日（日）午前10時～

12時

場所　群馬県緑化センター（邑楽

郡邑楽町大字中野3924-1）

対象　小中学生とその保護者40名

（申込み先着順）

参加費　無料

申込み・問合せ

群馬県緑化センター

�88-7188

　ぐんまこどもの国では、ボラン

ティアの先生たちが、壊れて使え

なくなったおもちゃを無料で修理

してくれます。

日時　５月11日（日）午前10時～

正午

場所　ぐんまこどもの国児童会館

（太田市長手町）

内容　小学生以下の子どもが使う

おもちゃでをボランティアの先生

たちが修理します。（玉が飛び出

す、火を使うなどの危険なおも

ちゃは不可）

費用　無料

※部品を交換する場合などには実

費がかかります。

申し込み方法　おもちゃを持参の

うえ、直接会場へお越しください。

問合せ　ぐんまこどもの国

�25-0055

東洋大学学術講演会

テーマ「公的介護保険制度」

　今回の学術講演会では、公的介

護保険制度で利用できるサービス

内容や手続きなどを紹介するとと

もに、これまでの福祉サービスが

どう変るのか、制度をより利用者

本位のものにするためには何が必

要かについても触れます。

講師　東洋大学経済学部助教授　

 白  石  真  澄 先生
しら いし ま すみ

日時　６月14日（土）午前10時～

正午

会場　東洋大学板倉キャンパス

1102番教室

聴講料　無料

定員　300名

申込期間　５月６日（火）～６月

６日（金）必着

申込み方法

①電話の場合　教育委員会生涯学

習係（内線159）

②郵送の場合　往復はがきの往信

に「学術講演会受講希望」と記入

のうえ、住所、氏名（フリガナ）、

性別、年齢、職業、電話番号を、

返信用には返信先を明記のうえ、

お送りください。

〒374-0192　板倉町教育委員会生

涯学習係あて

問合せ　教育委員会生涯学習係

�内線159

　東毛歴史資料館では、第17回企

画展『太平記』－四国の合戦と中

世生活の再現－を開催します。

　この企画展では、四国の決戦で

活躍した人々を描いた「太平記絵

巻（複製）」の場面や東毛地域に残

る資料が展示されます。

期間　４月26日（土）～６月８日

（日）

開館時間　午前９時30分～午後５

時（入館は４時30分まで）

開催場所　東毛歴史資料館（新田

郡尾島町世良田3113-9）

入館料　一般200円、学生100円、

児童・生徒50円

休館日　毎週月曜日

申込み・問合せ

東毛歴史資料館

�52-2215

　館林保健福祉事務所で飼い犬、

飼い猫の引き取りができます。

引取日時　毎週月曜日午前９時～

10時（祝祭日は除きます。）

場所　館林保健福祉事務所

手数料

生後60日以上１頭あたり1, 000円

生後60日未満１頭あたり300円

問合せ　館林保健福祉事務所

※お越しの際は、印鑑を持参ください。

�72-3230

飼い犬、飼い猫

引き取りができます

東洋大学学術講演会

開催します

春の企画展

開催します

壊れたおもちゃを

修理します

日曜緑化教室

開催します
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　暴力団員などに関することでお困

りのかたに無料相談会を開催します。

開設場所・日時

前橋会場

６月３日（火）午後１時～４時

前橋市中央公民館特設会場（前橋

市大手町2-3-6）

太田会場

６月５日（木）午後１時～４時

太田市社会教育総合センター特設

会場（太田市熊野町23-19）

相談の範囲

　刑事、民事を問わず、暴力団員

などによる各種被害、不当な要求

行為、債権取りたて、不動産の売

買・貸借の問題、交通事故示談等

民事介入問題、その他暴力団（員）

などに関する一切の問題

相談員

　群馬弁護士会弁護士、群馬県警

察本部刑事部暴力団対策課員、前

橋・太田警察署員、�群馬県暴力

追放県民会議相談員

その他

当日は、電話による相談も受け付

けます。

特設電話　027-  223 -
にいさん

 9386 
くみやめろ

相談費用は、無料です。

※秘密は厳守しますので、お気軽

にご相談ください。

問合せ　

�群馬県暴力追放県民会議

�027-254-0808

お知らせ

　平成15年度警察官採用試験が実

施されます。

受験資格

〔試験区分１〕　昭和48年４月２

日以降に生まれた人で、学校教育

法による大学（短期大学を除く）

又はこれと同等と人事委員会が認

める学校を卒業した人、又は平成

16年３月31までに卒業する見込みの人

（平成16年４月１日採用予定）

〔試験区分２〕昭和48年４月２日

以降に生まれた人で、学校教育法

による大学（短期大学を除く）ま

たはこれと同等と人事委員会が認

める学校を卒業した人

（平成15年10月１日採用予定）

受付期間　５月６日（火）～５月

23日（金）

第１次試験日　７月13日（日）

問合せ　館林警察署

�75-0110

試験期日　７月30日（水）

試験会場　明和県央高等学校（群

馬郡群馬町金古）

試験科目　食文化概論、衛生法規、

公衆衛生学、栄養学、食品学、食

品衛生学、調理理論

受験資格　

・中学校卒業以上、またはそれと同

等以上の学力があると認められる。

・調理業務に２年以上従事している。

願書受付　６月４日（水）～６日（金）

問合せ　館林保健福祉事務所

�72-3230

　県職員採用Ⅰ類（大学卒業程度）

試験を実施します。出願を希望さ

れるかたは、出願期間までに所定

の用紙に記入のうえ、提出してく

ださい。

出願期間　５月６日（火）～23日

（金）

第１次試験日　６月22日（日）

第１次試験合格発表日　７月10日

（木）

第２次試験日　８月上旬

最終合格発表日　８月21日（木）

受験資格

・昭和49年４月２日から昭和57年

４月１日までに生まれた人

・昭和57年４月２日以降に生まれ

た人で、学校教育法による大学（短

期大学を除く）またはこれと同等

と人事委員会が認める学校を卒業

した人、または平成16年３月31日

までに卒業見込みの人

受験案内・出願用紙配布場所

各行政事務所、県庁県民サービス

センター

※試験に関する情報は、県の職員

採用案内ホームページをご覧くだ

さい。

ht t p: / / www. pref . gunma. j p/ sai you/

問合せ　県人事委員会事務局

�027-226-2745

日時　５月13日（火）

午前10時～12時

場所　館林市総合福祉センター

　　　（館林市苗木町2452-1）

※あらかじめ予約が必要です。

予約・問合せ　群馬弁護士会館林

相談所

�75-7111

県職員採用Ⅰ類

試験を実施します

一日暴力無料相談所

開催します

出張年金相談
日時　５月15日（木）

　　　午前10時～午後３時

場所　館林市役所２階

　　　第１会議室

太田社会保険事務所�49-3711

平成15年度警察官採用

試験を実施します

平成15年度群馬県調理師

試験を実施します

群馬弁護士会による

無料法律相談
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休祝日当番医（電話で確認してから受診してください）

青　山　　 裕 
ひろし

相　馬　 知  佳  子 
ち か こ

（旧）

長　瀬　 勝 　 也 
かつ や

山　田　 淳 　 子 
じゅん こ

（旧）

石　井　 祐 　 哉 
まさ や

橋　本　 麻 　 美 
あさ み

（旧）

小　島　 英 　 明 
ひで あき

阿　部　 真 　 弓 
ま ゆみ

（旧）

※他市町村へ届け出をして、このコー
ナーに掲載を希望されるかたは、町民生
活課へ申し出てください。また、この
コーナーに掲載を希望しないかたも申
し出てください。

（

（

（

（

２・22（ 克 哉   ・
かつ や

 仁 子   ）
じん こ

小 林 恵  介 
けい すけ

２・25（ 一 生   ・
かず お

 千 明   ）
ち あき

藤 井 は な

３・15（ 進 一   ・
しん いち

 陽 子   ）
よう こ

原　  大  悟 
だい ご

３・14（ 孝 ・
たかし

 由 江   ）　
よし え

 丑  久 保   
うし く ぼ

 愛  佳 
あい か

( 87)松 本 重  助 
じゅう すけ

( 78)増 保 ト ヨ

(94)松　島　　 竝 　
ならぶ

( 71)茂 木 芳  治 
よし はる

( 81)山 本 キ ク ヱ

(72)石 川 七  郎 
しち ろう

( 47)塩 田 は つ 江

(75)� 田 は つ 子

(71)老 沼 文  子 
のり こ

( 91)星 野 與  平 
よ へい

( 87)増 田 み つ い

(69)鈴 木 善  美 
よし み

( 85)早 川 千  惠  子 
ち え こ

( 76)高 瀬 �  司 
ふく じ

( 93)橋 本 朝  子 
あさ こ

( 74)鈴 木 フ ミ

小林 恵 介   くん

けい すけ

（ 克  哉 ・
かつ や

 仁  子  夫妻）
じん こ

２月22日生まれ

　ぼくのなまえは、けいすけだ

い！　お父さんが呼びやすく親し

まれやすいようにと、願いをこめ

てつけてくれたんだ。そのおかげ

で家族からたくさんの声をかけら

れているよ。将来、ママは、なに

か一つとりえのある子に育って欲

しいんだって。おねえちゃんたち

に負けないようがんばるぞ！
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　沼、休耕田などの水湿地に生える多年草。

近年は、休耕田に多く見かける。種子が綿毛

によって晩秋のころ、風に飛ばされて広い範

囲に散布され繁殖する。

　 花  穂 は茎の先端の部分にろうそく状につ
か すい

き、上部に雄花、下部に雌花の穂となり、上

部の雄花の穂から多数の花粉を出す。昔は、

この花粉は、止血剤として用いられたという。

 大国主命 が皮をむかれた 因  幡 の白ウサギに
おおくにぬしのみこと いな ば

くるまるように教えたガマの穂は、穂綿でな

く、この花粉のことであったろうといわれる。

　板倉地方、渡良瀬遊水地には、ガマ、ヒメ

ガマ、コガマが見られる。写真はヒメガマで

ある。

（板倉町植物調査専門員　松澤篤郎）

ガマ
（がま科）

人　口 16, 408人（－６）
　男          8, 193人 （＋７）
　女          8, 215人 （－13）
世帯数 4, 740世帯（＋17）

（　）内は前月比
平成15年４月１日現在

△
み
な
さ
ま
は
じ
め
ま
し
て
、
今
月
号

よ
り
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん

と
か
発
行
で
き
た
の
で
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。
大
変
だ
っ
た
の
は
、
取
材
し
た

か
た
の
あ
ふ
れ
出
す
パ
ワ
ー
や
思
い
を

分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
、
ま
た

自
然
な
表
情
を
写
真
に
撮
る
こ
と
で

す
。
笑
顔
を
心
が
け
、
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 （
伊
）

◇
最
近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
に
「
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

訳
は「
説
明
責
任
」「
説
明
義
務
」
で
す
。

本
来
、
研
究
活
動
の
資
金
援
助
の
た
め

に
そ
の
意
義
を
説
明
す
る
責
任
や
義
務

を
負
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
当
然
で
す
が

行
政
に
も「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 （
多
）

メソポタミア文明
板倉町長　針ヶ谷照夫

　イラク戦争は、フセイン政権の崩壊
によって終結の方向に向かっておりま
すが、バグダッドのイラク国立博物館
では、略奪や破壊の被害を受け、貴重
な文化財が失われるという残念な事件
に発展してしまいました。
　ギリシャ語で「川にはさまれた地」
を意味するメソポタミアは、チグリス
川、ユーフラテス川という二大河川に
はさまれた 肥  沃 な地で、農業が盛んに

ひ よく

行われました。それが今のイラクです。
　その後シュメール王朝をはじめ、く
さび形文字が使用されるなど、文明が
大いに発展しましたが、今度の事件は
人類にとってあまりにも大きな損失です。
　利根川、渡良瀬川という二大河川に
はさまれた板倉町も「群馬のメソポタ
ミア」と称され、農業が盛んに行われ
る一方、以前紹介しましたように、多
くの貴重な文化財を有する町です。
　近年、我が国でも治安が悪化、各方
面で文化財の盗難が相次いでいます
が、町民みなさんが監視役となってこ
れらを守り、後世に伝えたいものです。

 
性
信
上
人 坐
像（
県
指
定
文
化
財
）

し
ょ
う
し
ん
し
ょ
う
に
ん
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